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^
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會
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^
團
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お
.け
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鬪
爭
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^
象
形
勝
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ょ
く
說
明
し
て
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ー
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會
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內
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名
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含
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蜂
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^
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れ

あ

^
場
合
に
は
、
内
亂
と
、い
は
^
る
上
：
ゼ

：は

、

'そ
.れ
が
戰
爭
.で
な
い
.證
據
で
あ
.

$
同
じ
武
力
助
行( 

動
.で
^'
-
:つ
'ズ
^-
，
.動
释
に
對
ず
る
場
合
.ば
、
へ
狩
應
で
；あ
丨
、

»

^

敝
郇
の
名
^

^

0

.て
#

ぱ
拟
る
ど
：占
が
な
い
？
そ
：れ
妖
國
家
の
行
動
で
故
い
が
ら
だ
。
國
家
わ
行
動
と
し
そ
\

考
べ
ら
れ
る
も
の
は
、
 

嗓
立
の
.
主
權
を
^:

つ
®

^

の
：場
合
.
サ
あ
る
。
，主
：權
の
涵
.龙
し
.一
て
ゐ.
る
國
家
と
は
.、

そ

の

政

治

亿

お

い

て
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的
組
織
を
持
づ
も
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で
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あ
る
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か
か
る
統
一
的
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持
つ
泌
ゆ
.ぇ
に
、
國
應
採
そ
が
意
志
を
、
こ
れ
を
構
成
す
る
人
民一

般
に
强
制
す
る
こ
と
.が
巣
る
。
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^.

民̂

主
權
必
對
す
る
服
從
ヒ
風
制
す
る
こ
と
が
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来
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ぞれは國志
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だ
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•し
か
る
に
、
か
か
る
：國
家
の
意
志
は
、
，單
に
、
そ
：の
主
權
の
及
ぶ
.觀
圍
内
に
4
い
て
の
み
、
表
現
さ
れ
る
.の
で
.は
な
い
。
そ
れ
ぼ
、
 

.他

.の
獨
立
國
家
忙
對
し
で
も
行
は
爪
る
。
.
一
國
の
人
民
に
對
す
る
國
家
意
志
の
貫
齡
は
い
法
の
カ
ま
た
は
瞥
察
カ
を
も
つ
て
、
風
和
し
.'' 

與
石
の
て
あ
；
力

，
.他
の
膝
立
®-
家
に
對
し
て
は
、
か
か
る
强
制
の
組
織
は
存
在
し
な
い
。
そ
こ
に
は
、
ま
づ
外
交
に
よ
る
か
法
)̂
考 

へ
ら
れ
，

口
頭
ま
た
ぼ
文
'#
に
よ
る
外
交
的
交
渉
で
あ
る
0
、
し
か
る
に
、
，
相
手
の
•國

家

が

-
こ

の
交
渉
に
應
じ
，な
い
や
ぅ
な
場
合
に
，
 

は
、
他
の
手
段
を
採
る
，
.よ
れ
外
，に
汸
法
が
な
い
。

そ
れ
に
は
、

一

一，，一
つ
の
方
法
が
あ
る
。
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.

一

に
、
相
手
國
家
に
對
.す
1.
且
傅
で
あ
る
。
喧
傅
說
得
に
よ
つ
て
、
是
の
國
家
の
有
識
苕
ま
た
は
權
カ
者
を
動
か
す
こ
矣
.あ
：る
卞 

第
二
に
は
、'
平
和
的
實
力
の
示
威
ま
た
は
、
.行
使
に
よ
つ
て
、
相
手
方
を
動
か
ず
こ
と
だ
。■
軍
備
を
擴
大
し
：、
相
手
國
を
假
想
敵
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と
し
.て
演
習
し
、
.準
備
す
る
こ
と
に
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つ
て
、
相
手
の
讓
に
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爭
の
恐
怖
を
與
へ
る
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と
で
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.る
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ま
た
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用
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輸
出
入
の
制
限
ま
た
は
^
止
自
國
に
#
在
す
る
他
國
資
產
の
澈
結
‘の
■や
ぅ
な
政
策
が
、
匕
れ
•で
あ
る
。

\ 
.

，
第
三
に
は
、
^

爭
'で

あ

る

,0
武
力
的
實
力
の
行
使
で
あ
る
。
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い
ふ
說
得
、
實
ヵ
滅
迫
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武
力
行
使
の
.い
づ
れ
の
場
ぎ
>
い
て
も
、
•そ
れ

•
•は
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一
つ
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し
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現
し
よ
ぅ
と
す
る
手
段
1
あ
る
。
.宣
傅
ま
た
は
交
涉
.に
よ
る
說
得
：の
ご
と
、き

.は
、
極•め
て
地
味
の
も
の
で
あ
る
P
.し
^
し
、
.̂-
^
が
嘈 

力
^
！̂
忙
お
い
-て
行
ば
れ
る
-と
き
パ
決
レ
て
-地
味
で
は
な
い
。
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題
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す
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チ
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瀬

戶
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行

っ

た

こ

と
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-
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1
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バ
の
指
■
的
政
治
家
ヒ
？
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ラ
ア
•
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•
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ァ
チ
：
キ
バ
：
を

ジ

^
 ̂

そ
の
舞
臺
に
登
つ
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こ
*と
皂
.ょ
つ
ズ
' 
世
界
：の
：
：
^

惹̂

：
い
て
：ゐ

る

々

ル

丨
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ヴ

■

ト
‘
：チ
：.ャ
起
あ
の
_

洋
上
命
議
の
_ご
と
き
も
. 
一Q

說
得
•の
手
段
で
ぁ
つ
た
で
ぁ
ら
う
が
、派
手
:^
舞
®
装
置
で
：ぁ
'<
)
:た
0

.
Q:
^.
«§

系
の.
.
.
.
.

「

<>
:
■

の.：產

，
.物
.ど
し
；
V
:
、
：T
,
-メ
.
リ
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V

の

後
'

(

_

勤

六

年

七

月

ニ
;-
}

:
ハ
想
_
珩
は
吼
^

もt

で

意

。
’
そ
れ
は
，
旣
に
武
力
的
抓
_
の
-
議

前

：の
も
の
で
ぁ
る
V
繁
る
緊
德
懷
勢
を
打
開
■

束

め

：
に
：
、

.

ズ
：
ヴ'
- 

ド
ト
大
统
領
こ
送
ら
れ
た
五
衞
メ
ッ
乍
1
.ジ
.な
る
:%
の
'
:
:
の
正
聪
は
不
明
で
あ
.る
が
、
外
交
的
手
段
と
し
.て
は
、
'
著

し

-<
兩
國
民
と
世
# 

の
-注
.目
と
«
惹
^.
&

%
ーの̂

あ
る
9 
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かv

き
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■

實
ぎ
I

陵
,戰爭の金

を
特
徴
と
す
る
。
經
濟
的
證
の
ご
と
き
は
、-

一
國
の
塵
：

R
.

を
減
縮
せ
し
め
る
や
う
な
鄉
果
を
持
つ
こ
と
も
あ
り
，.
，一
國
全
f

し 

て
み
K

そ
，

0
：

効
果
は
爾
大
で
ぁ
る
が
、
餘
程
，經
.
濟
の
實
情
に
通
じ
で
ゐ
；
も
の
で
な
•い
と
、
そ
れ
を
認
識
す
る
士
：は
困
難
で
ぁ 

る
。
：そ
^

.
は
、
■そ
の
.
効
^

が
間
接
的
.た

力
^-
で

あ

る
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:

戰
.
爭
は
、
こ
れ
ら
の
平
和
的
手
.
段
に
對
し
て
、
武
力
的
，實
カ
行
使
，で

意
o

.
そ
の
効
艰
ば
、
襲
的
で
お
る
。
ク
ラ
ゥ
ゼ
ゥ
ィ
f

將
軍
は
、
戰
爭
を
決
闘
に
對
比
し
て
ゐ
I

。
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-

:
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S
1
4
-

的
要
！
^

»;
、
&

者
間
の
_

緣

：猶
ち
嫩
:«
で
:;
|

:
:;
^

'戰

;«
'̂

篇

：1

:#
る
に
：欢
鬪
：の
.擴
太
差
取
た
も
の
に
^
な

 ̂

な
い
.
。
即
ち
わ
れ
わ
，れ
.

i
、
’

個

■々
の.
決
S

無
數
，に
集
り
、‘
そ
れ
が
一
.
ひ
統
一
ぁ
る
全
體
を
な

し

た

も

.の
が
戰

零

あ
る
と
港
へ
よ 

，う
と
す
る
も
の
で
ぁ
る
が
、
怎
場
合
一
，一
人
の
.決
鬪
者
を
想
ひ
浮
べ
■る
の
が
便
利
で
I

O

.
•決
闘
考
は
、
.何
れ
も
芝
物
理
別
な
實 

軋
爭
本
質
論
の
一
翼 

. 
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三
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ー
ナ
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R
i
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襲

し

め

、
も
つ
て
、
I

n

f

。
そ
s

i

i

、
敵

重

i

 
,、
そ

れ
に
よ
つW

、

そ
れ
以
上
の
如
何
I

抵
抗
f

な
す
能
は
.
f

し
め
H

ノ 

I

論
第

I.

篇
盏
文
庫
版)

戰
淨
は
/

ラ
ゥ
ゼ
ゥ
v

r
ソ
に
患
と
、一、敵

裏

^
せ
し
め
て
、
自

营

產

美

？

ん
が
た
め
に
用
ゐ
ら
れ
美
カ
行
爲
で

こ
と
が
！

Si

的
で
あ
る
。」(

同
上〕

し
か
し
な
が
ら
：
' 

戰
£

队
_
か
性
質
か
ら
戰
爭
とK

ポ
丨
ッ
と
を
混
同
す
る
こ
ど
は
許
さ
れ
な
か
。「

黎

は

、

決
し
て
吞
氣
な
遊
.戯
で
は
な
いo

單
に 

^

i

i

?

f

a

o徒
に
興
奮
の
管
な
さ
れ
得
f

の
で
は
な
い
。
I

氟

面

黑

目

的

I

す
る 

眞
面
目
な
手
段
.て
I

。
よ
し
、
そ
れ
に
は
僥
棒
の
色
彩
が
伴
ひ
、
激
情
I

I

想
•熱
I

s

素
が
强

烈

で

I

と

し

て

5

C

ふ
■

參

な

い

。」

i

囊

)

か
く
の
ご
专
し
卞

_

段
I

質
I

調
I

戰
赞
I

に

相
手
方
£

力
的
に
屈
服
す
る
の
み
.で
な
く
、
S

は
：目
的
：の
I

篇

I

し

 ̂

^
ク
ラ
々
ゼ
、ゥ
ィ
ッ
.ッ
の
：i

f

今

：
：
.
.
.
：
'
.
.

■'
■•め 

な

る

響
 

i

l

t

i

l

'
,パ
夂
_

|

の

着

|

ぶ
國
民
間
の
敏
#

ー̂

^
^

4

て

の

樣

,

れ
^
:嫌
に
_

は
；一
:读

治

的

行

爲

言
.

演
釋
％

け
れ
ば
,

ま

つ

.た
如
く
、
'一
實
カ
養 

絕
對
的
發
現
I

る
と
蟹
す
れ』

よ 

、
し

ん

は

始

翁

：败
治
■

 

v

l

s

l

^

f

 
:、
；

達

I

そ
れ
は
政
治
よ
り
I

I

た： 

も
の
と
し
て
ぐ

で
身
に
.ft
り
、
こ
れ
を
押
產
け
0
:ひ
た
霉
に
、'
;そ
の
猶
洎
蜜
則
に
：の
み
從
贪 

之
れ
恰
も

I

V

一
度
び
導I

れ
I

s

、
：
.必
ずI

f

:

れ
I

f

守
つ
：
て
，
他i

名
I

I

木
似
て
ゐ
る
，
•こ
れ
ま
で

I

と
I

 

と
の
間
ひ
調
和
が
失
_

|

果
，
理—

、(

兩

者

ゼ

靡

す

る_

が
^
^
^
^

し
て
.：ゐ

令
*

f

實
■

う
1

い
_

 

先
I

.
ベ
：た

る
が
■

く
'
舊

七

m
k
f

し
'
f

^
に
完
全
⑵
そ
の_
管

異

に

：富
•
.の

(

み
で
ぼ
な
ぐ、
' 又
ぞ
の
發
展
の
養
ロ
/%
.一
•#
で
^
な
い
。H

は
惰
，力'
-
^
#
擦
と
に.よ
つ 

■
5
へ
.ら
^
^
抵
抗
力
を
打
ち
破
る
迄
に
膨
脹
す

.る
か
と
思
へ
ば
、
次
に
S

靡
し
て
何
の
作
用
I

ぼ
I

I

い
々
I

I

 
:

■

ざ
、論

數

争

は

、
い
は
'
 
實
力
の
狐
動
と
、
で
も
い
つ
玄
よ
か
ら
う
。
そ
れ
は
、
意
時
は
大
な
り
小
な
4
の
激
烈
I

'
 

I

か

重

_

、
|

ほ
遲
か
れ
早
か
れ
、
必t

緊
贬
の
弛
緩
と
力
の
疲
弊
と
が
之
に
伴
ふ
、

.

.

.

•

.

:

'

'

:

っ 

暮
令
戰
螺
_

冶

舊
_
よ

女

既

着1た
も
の
扠
着
ず
れ
ば
、
戰
.爭
を
惹
©
せ
し
-̂
た
此
の
'最
初
の
動
:«
が
、
叉
谶
#
の
指
.
 

に
對
し
て
も
、.
.最
も
，重
要
な
石
働
I

及
ぼ
ず
べ
き
は
い
ふ
f

な
い
。
と
は
い
へ
政
治
的
目
的
1

決
し
で
專
制
的
立
法
者
清
，
 

欠
へ
、
そ
れ
は
手
段
の
性
質
に
從
は
ね
ば
な
ら
ぬ
.
o屢
‘々

そ
の
爲
に
全
然
そ
の
赛
島
ぜ
し
め
ら
れ
る
こ
と
さ
へ
|

"

.だ
が
:;
|

れ
に
せ
よ
、
そ
れ
は
第
一
に
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
方
い
'所
S

素
で
I

。
か
4

政

ぎ

，全
戰
爭
行
爲
に
貫
通
し
、
晋

に

於

て

爆
發
す
る
力
の
性
質
が
許
す
限
卜
、
之
に
不
斷
の
影
響
を
及
.ぼ
す
も
'の
'で
.意

。」(

上
卷
七
五
丨
七
七
5

ぃ
 

‘

5>
く
の
組
く
論
じ
來
：つ
て
，、

.

.グ
ラ
ウ
.ゼ
々
ィ
：.ッ
ッ
は、
' 戰
爭
の
本
質
を
次
の
•や
う
•に
定
義
し
て
.ゐ
る
。.

.▼ 

.

.

「

こ
、
に
於
て
か
、
吾
，々
は
知
る
、
戰
®

'
が
單
に
ー
の
政
浪
的
行
爲
で
t

の
み
な
ら
ず
、
又
實
に
ー
の
政
治
，
手
段
た
^

政
治
的
. 

對
外
，關
係
の 

ー
0

餞
_

た
る
こ
と
を
。
然
り
、
そ
れ
は
他
の
手
段
を
以
て
す
る
、'\
そ
，れ
が
實
行
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
0

し(

下
卷
'

.五
五
〇
頁> 

. 

■ 

* 

,
.
,
. 

\ • 

、
 

■ 

\

.
馨

本

質

論

の

一

研

究

.

:

.

(

,

,

五

'
 

(

ニ
ー
六
九

〕

.

,
：
■



.パ

、

看
本
質
？

還

,
,

、

パ

:

七

六

，
(

一
二
七
0)

,

ク
ラ
ゥ
ゼ
1

ィ
,
y
,
ッ
は
-、
•戰
發
の
#
霓
を
以
上
の
，ご
と
く
規
定
し
て
ゐ
る
が
、他
の
言
_
を
も
つ
て
い
へ
ば「

馨
は
政
治
的
交
通
の
、

,
ゐ
る
’
o 

• 

• 

\
 

t 

. ' 

.

'「
勿
論
戰
爭
が
諸
放
府
及
び
‘諸
國
民
の
政
治
的
關
係
に
ょ
つV

の
み
惹
起
さ
れ
る「

と
い
ふ
f

、
誰
も
が
’知
つ
て
ゐ
る
事
で
あ
る
。

,

然
t
人
は
嘉
こ
の
事
を
次
の
や
う
に
考
へ
て
か
る
。
日
く
、，
-
爭
の
靈
と
^j

も
に
、
か
の
此
治
的
關
係
は
中
絕
し
、
獨
時
の
法 

趿
に
從
ふ
所
の
'全
然
異
つ
龙
狀
瀨
が
成
.立
す
る
0
で
あ
が
ど
0
/ 

、

. 
‘
 

.

'

然
し
，
，わ
れ
わ
れ
は
之
に
對
し
て
、
，次
の
如
く
キ
；張
す
る
。
味

く

戰

當

■#
,の
手
段
を
併
せ
用
ひ
る
所
の
政
治
的
關
係
の
繼
續
に
、

ん
と
欲
し
た
も
の
で
I

。
そ
れ
は
、
此
の
政
治
的
關
係
寰
も
の
、

S
、，

戰

當

ょ

？

中
絕
し
て
し
ま
t

め
で
、
全
然
異
つ
た 

他
の
も
の
に
變
つ
て
し
あ
f

の
で
I

い
尊
、
否
、
そ
れ
が
用
ひ
る
所
の
手
段
が
何
で
あ
れ
、
そ
の
本
質
の
不
變
で
|

事
、
繼

■■ 

起
プ
る
軍
事
上
の
.諸
事
件
■

載
し
て
々
る
：所
の
主
要
I

流
れ
は
、
象

ず

る

に

'
戰
爭
t

媾
和
にSI

走
つ
て
ゐ
る
所
の
政
敗
.

の
姿
に
過
ぎ
な
い
と
い
ふ
事V

れ
で
あ
る
。
叉
そ
れ
ょ
り
以
外
に
考
.へ
や
う
が
あ
ら
う
か
。

ー
體
外
交
的
文
書
の
法
復
が
途
絕
I

 

:

力
ら
と
い
つ
て
諸
國
-M

諸
政
府Q

政
治
的
諸
關
係
も
、
亦
象
絕
ぇ
£

ま
ふ
も
办
で
あ
ら
う
か
。
戰
爭
と
は
、
要
す
る
に
政
治
句 

諸
關
係
のC

容
を
他
の
表
現
方
法
を
以
て
發
表
し
た
に
過
ぎ
な
；̂
の
で
は
な
い
か
。
成
程
-

そy

に

は

特

別

の

文

法

は

あ

る

。
へ

.
然

:

■

:

ゎ
た
べ
^

;:
1

、
'基
沐
: 1
^ #
5:
;
作
:1
卿
1 ;
論
篇
ー
、
へ1 '
の
關 

關
望
も
結
合
鞲
成
的
相
互
作
用
の
範
疇
に
入
れ
、
•と
れ
を
除
外
せ
ん
と
し
た
學
背
に
反
對
し
た
こ
と
が
あ
，る
.。(

拙

著
.
：
，

.社
會
學
序
說

P ボノナ上v 'v > - い

パ
第
ル
氧
參
傾
ジ
客
場
合
、
對
立
：の
■

馐

と

しV
、

最
も
議
な
戰
爭
に
っ
い
て
、
次
衿
や
ぅ
衣
つ
た
。
.

.
:

'
 

V
「

1
1
:基

本

社

會

匕

他

の

_

社

會

哀

-

.

..

.
瓦

：な』

ぬ
？
：を
兩
者
の
關
係
が
_

關
係
に
あ
|

す
れ
ば
、
こ
れ
に
働
き
か
け
て
相
互
作
用
關
係
に
引
き
人
れ
，る
た
め
'の

行

I 

::
燾
に
聽
管
ね
t
又
慨
翳
■

の
關
慑
に
あ
る
も
の
は
、
0

0

^

•
■
' 

:
さ
^
餐

め

(

2

特
辣
的
紘
合
狀
態
に
.他
な
ら
ぬ
の
'で
あ
る
。
：
-
:」 

:

,•
■ 

' 

「

- 

ン.
：
こ
0;
_

擧
4
說
執
筆
當
,

ゎ
.た
く
し
は
パ
い
ま
だ
、
ク
ラ
ウ
'ゼ
ウ
イ
ッ
ツ
、|

ん
で
ゐ
な
か
9
衣
.の
5

る
が
、
_
考

の

意

味
r 

'

■
、

奪

.と
：こ
.
‘ろ
'夜

ダ

：i

ぜ
ウ
イ
ッ
ツ
，の
政
治
概
念
の
導
入
と
同
じ
意
味
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
イ
ッ
ツ
は
、：：兩
戰
鬪
國
の
V 

. 

'關
係
被
■

馨

_

絕
に
よ
っ
て
、.治
減
す
る
の
當
な
く
、，戰
维
と
い
ふ
他
の
手
段
に
よ
っ
て
、
兩
■
の
關
係
れ
繼
續
せ
ら
れ
て
？

'

ゐ
る
I

.

■
張
す
る
春
あ
っ
て
、
筆

雰

象

-|
:「

の
結
合
篾
的
作
用
に
人
れ
た
の
島
じ
立
場
で
、|

と
考
へ
.ー
ら
れ
る
，
た

.

:

,
だ
筆
者
の
曝
合
に
は
"
»-
浪
を「

般
的
結
合
|

的
作
用
と
い
ふ
廣
義
の
も
の
の
中
^
包
含
せ
し
め
た
の
で
あ
る
0 

.

,

'
'ぎ
ブ
■

ウ
イ
ッ
ツ0

：

戰
审
本
質
論
は
*
戰
淨
の
社
會
現
象
と
し
て
の
本
質
I

握
し
て
.ゐ

る

，

そ
.
れ

は

ノ

，：■

な

差

象

を

他

の

：へ 

'
社
會
現
氣
金
體
と
の
游
離
的
狀
態
に
お
い
て
、，

言
戰
淨
を
本
質
的
に
他
の
社
會
現
象
と
異
る
弧
獨
的f

概
念
：̂

て
■取
扱
尨
、
I

 

■

.

V 

ろ
に
.、
そ
の
正
確
性
が
.か
る
。

■ 

• 

• 

/ 

•.;••-•• 

,
 

•
、
 

，-

 

■ 
‘■

: 
•

 

r 

,

ク
ラ
ウ
•ゼ
■ウ
イ
.？
ツ
は
，
戰
箏
の
他
の
社
會
的
現
象
に
對
す
る
關
聯
性
と
同
時
に
、
そ
の
歷
史
性
を
認
識
し
て
ゐ
る
。「

社
會
的
狀
態

.

及
び
そQ

諸
■

こ
そ
、
擎

S.Q

地
盤
で
あ
っ
、

馨

は

1

こ
れ
に
よ
？

條
件
づ
け
ら
れ
、
制
限
、せ
ら
れ
、
緩
和
さ
れ
る
。

■

け
れ
ど
I
d

ら
の
事
柄
は
’
戰
f

の
も
の
の
屬
性
で
は
な
く
て
、
'm
f

の
も
の
に
と
？
.
は
、
そ
れ
は一

の
與
へ
ら
れ
た
妻
..''

知
る
に
過
ぎ〗

な
いo:i(

戰
铆
論
上
卷〕

と
い
つ
て
ゐ
る
し
-
ま
た
戰
维
形
態
の
>
的
發
屉
を
硏
¥
し
て
、

(

戰
爭
諭
下
卷)

次
の
ご
*



本

i

i

 

'

•

.

•

 

•
、

.

-

七

> \
'
 

c

r ;
i>...
 

い
つ
て
も
ゐ

ズ_
「

各&

代
の
、戰(

与
に
は
夫
々
雅
自
の•性

質

、
之

^
*
制

限

す

る

獨

自

の

條

件

が

あ
り
，獨
自
、の
制
約
を
受

け

て
ゐ 

I

瞭
な
ら
し
め
ん
と
す
I

あ

つ

た

。
，
從

つ

て

又

結

局

晚

か

，

S

か
れ
、
露

釋

學

的
I

に
基
い
て
馨
理
論
を加
工

す

る

べ

.
、

 

,

4

務

が
I

と

し

各

時

代H

は
夫

々

獨

自
S
I

理
論
が
t

べ
き
奪
あ
る
。.
即
ち
各
時
代
の0

事
は
常
I

の
時
代

V

の

養

な

I

質
と
I

聯
に
.お
いy

.，

判
斷
さ
れ
ね
ば

把
握
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
各
時
代
の
特
異
性
を
看
破
せ
る
者
の
み
が
-
-
そ
の
時
代
の
將
帥
を
理
解
し
、
評
價
す
る
こ
と 

-.
ノ
が
出
：來
る
.の
で
l

t'
°(

戰

爭

論

下

卷

五

〇
三
.頁) 

：

■

、
.
.
.
. 

三
政
故
と
戰
爭
•戰
爭
指
導
.

••:.
 

,

'•
.

ク
ラ
ゥ
せ
ゥ
ィ
ッ
ッ
.の
戰
ザ

理

論.に
お
い
て
、
，最
も
重
要
な
點
は
.、
.戰
带
と
政
治
と
の
關
係
ゼ
あ
る
。
彼
に
よ
I

、.：戰
爭
は
政
治
.

.

ベ
の
手
段
で「

f o

從
つ
て「

戰％
が
政
治
に
所
鳩
卜
す
か
と
す
れ
ば
-
そ
れ
は
黨
政
治Q.

特
質
に
よ
つ
て
特
徵
舊
嚴
苓o

政
.治
が

.
一

失

規

鵪

の

威

力

が

大

で

お

れ

ば

、
I

も
ま
た
さ
ぅ
I

そ
の
程
度
は
際
限
が
な
く
、
か
く
て
遂
に
戰
爭
が
、
1.そ
の
絕
_
的
.
 

.な
姿
に
,^
*で
達
す
.る
こ
と
が
可
能
ヤ
^.
る
9」(

下
卷
五
0
三
寅〉

 

ノ

■•

に
- :

こ
：§

_

ジ

$
>

ゥ
ィ
ッ
ッ
が
カ
說
す
る
き
.ろ
で
.あ
り
、彼
の
理
論
の
根
^

'

;:
•「

戰
■
は
I
Q 

.1

手
段
で
き
と
。
f

は

必

歡

S

治

の

雪

I

が
ね
ば
な
.
I 
■

そ
の
規
S

政
治Q

そ
れ
S

應
し
'

 

.入
た
け
■
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
ゆ
ぇ
に
.
1

の
實
力
は
根
本
£

い
て
、
政
f

れ

自

そ

の

、場
合
政
治
は
ぺ

劍
を
も
つ
て
す
名
が
し
力
し
そ
れ
が
た
め
に
.
そ
の
.适
有
の
法
則
に
從
つ
て
思
者
す
る
と
•と
を
小
止
す
る
も
の
e,
は
な
い
：0」

；

:

(

下

卷

塞

，
®

。

 

.

，

.
 

ノ 

：

 

.
' 

.

、

- 

' 

'

-

.

5
 

I
V 

L 

V

I

爭

凝

治
I

つ

て
'*
'
決
f

れ

る

と

い.ふ

？
 
I

』

ロ
的
顧
露
.こ
i

<>
-

^
规

贫

：ざ
.；
れ
^

- ^
け
^ :
は

な

：
い0
:し

か

.ゼ
4

^

.
-
'
.
戎
す
る
.，に
，
當
つ'て

さ

へ

も

、

こ
の
，讓

の•及
.ぼ
す
.影

響
.は
.
そ
れ
だ
けV
-
-
し
ば
し
ば.決
溝
な
も
の
と
食
る
の
.蓄

.

.頁

.

)

.
、
 

.

,•
'

:;
.か
く
：

Q::

爰
き
政
治
と
難
，

心
齡
係
疫
つ
它 

.

.

.
、

. 

i
n

も

、

」

：
政

欲

的

象
_

點
の
拱
本
的
性
貧
を
ク
ー
フ
ケ
ゼ
•
ゥ
ィ
ッ
ツ
は
主
張
す
^
？ 

、
 

•
: 

. 

'

'
 

v

.

r'-
1

戰
#

:
と
^,
^

^

&

ば
、-
.單

な

.る

敵

愾

心

の

發

露

で

は

な

く

、

‘
政
治
そ
れ
自
體
の
：表
親
光
過
ぞ
な
^

の(

で
.あ
名
:0

然
り
と
す
れ
ば
、
ノ
：

:■
'

•

.政
治
的
最
眼
.點
.

^

_瓶
着
ー
眼
#
の
：节
位
^
置
^;
の
.驗

.和
狐
■

■
名
：
と
：
ヤ

は

私

ば

^

;^
ぬ
；o)

蓋
^
.
:政
治
が
戰
'#
を
生
'ん
だ
の
. 

^
'い
/
デ
で
齡
&
か
^
だ
^
政
治
が
主
宰
者
で
、
戰
箏
は
手
晚
に
過
ぎ
な
い
、
そ
の
逆
セ
&^
決
し
て
な
い
^

然

ら

过

い

^

^

^

^

^

を

矽

治

• 

. 

人
的
着
眼
點
の
卞
位
に
置
く
こ
含
み
が
’
可
能
な
^
唯
ー
の
方
法
で
ー
あ
る
笑
^
^
五̂
^
^
 ̂

' 

'

,-
■

ベ
政
治
と
'戰
爭
と
に
關
す
る
ダ
ラ
’ヴ
ぜ
ゥ
ィ
ッ
ツ
-の
か
か
る
見
解
ば
、
'當

然

戰

爭

措

導

；
C
K
I
^
s
f
i
i
h
s

'-
B

s

p問

題

に

發

展

し

な

：

t

れ

，
.

:

ば
«;
ら
ね
：0":戰
举
指
導
t
は
.用
兵
の
こ
•と
で
.あ
ノ
る
が
•

戰
爭
に
お
い
.て
は
、
.個
.々
の
戰
«
の
'枝
術
^
、
%

n
* ,
''
#

.-
i
的
'に
結
合
せ
1> 

め
セ
％
:按
配
‘す

る

指

導

'と
5:
'
必
要
七
す
る
。
そ
ご
.に
ノ
戰
術
と
戰
略
と
の
區
別
を
必
要
->
1:す
^
0
‘
へ
麗
_
の
技
術
亦
观
#.
で
あ
り
"
幾
'
#

-.
;

の
翁
鬪
を
戰
淨
臥
的
の
た
、办
.
<指
導
す
る
.
.こ
と
が
、
.
'戰
略
で
あ
る
'。
ク
ラ
や
.ゼ
'ゥ
.ィ
ッ
ブ
は
い
ふ
。

,

、
.：

:>
-

.:
■.爾
兵C

戰
爭
指
導)

.と
は
爭
镯
釔
ー
按
配
し

•遂
行
す
る
こ
と
を
い
ふ
。
も
し
、
ご
の
爭
鬪
.に
し
て
.ー
個
0
;獨
立
荩
る
行
動
に
過
道
い
：， 

な
ら
4

破

.々
歧
&

^
议
.上
匕
用
兵
.ぬ
就
い
%
®
'
^
^
^
^

 ̂

そ
れ
自
身
«

兹

を

有

,
 

..
'ず
るP

別

备

動

^
 ̂

こ
れ
ら
の
個
別
的
な
行
動
と
.ば
、
.吾
々
が
#
'一'篇
に
お
.い
て
.，
闘
' ^

:-
>

'

げ
セ
#

の̂
:
の
へ
で
あ
り
、
そ
ル
が
爭
國
の
新
な
•る
單
位
を
な
す
。
こ
、
に
お
.，い
て
、

こ

れ

ら

の

^

-^

の
戰
貴
を
そ
れ
自
身
に
^

ぃ
.



'戰
爭
本
質
論

.

の
ー

讲

寒

' ,
:

■ /
\

0

J 1

ニ
七
四
\

て
鹽
徇
し
遂
行
す
る
で
と
と
\
こ
れ
ら
の
娜
_
を
戰
淨
，の
目
的
と
結
び
つ
け
る
こ
と
と
^
、
全
く
相
異
な
れ
るJ

g

動
と
な
る
o 

•

は

即

，ち
戰
術
で
‘，
あ

り

、
後

鞔

は

即

ち

戰

略

で

‘あ
る
： 
一：

■-
‘ 

,

戰
哪
と
は
,1

個
.の
戰
调
に
お
け
る
戰
鬪
カ
使
用
の
學
W
で
，あ
り
い
戰
略
.と
は
；'幾
多
'の
戰
鬪
を
戰
举
の
目
的
の
た
め
*に
、
使
用
. 

す
る
學
間
で
あ
'る
;0(

上
卷
ー
五
九
I

n
ハ
〇
頁)

■ 

' 

• 

. 

‘ 

•

■戰
啼
は
、
.個
別
の
戰
鬪
七
し
て
.理
解
さ
る
べ
含
.
，
で

，
ば

な

く

、
ー
.
0

の
.有
機
的
全
體
と
解
さ
れ
权
ば
な
ら
な
い
0
即
ち
.
r凡
そ
あ
る
戰
爭 

を
理
解
す
る
た
め
に
は
ま
づ
第
一
に
‘、
そ
れ
を
生
ん
だ
政
治
上
の
諸
力
及
び
諸
關
係
と
‘の
關
聯
に
お
い
‘て

、

そ

の

特

質

お

ょ

び

.そ
の 

由
要
輪
廓
を
推
測
，し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
屢
々
.、
否
大
抵
の
.場
合
'戰
呀
は
'

j

の
有
機
的
全
體
と
看
做
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬo

吾

々

は

.
、

そ 

'

の
肢
^
身

で

づ

バ̂
難
切
^
離
水
-^
と
城
出
來
救
ぞ
朝
ち
個
务
妨
^
歐
减
垄
體
ゼ
合
^-
お
 

ょ
っ
*t
r
;興
定
さ
れ
て 

し
ゐ
尨
好
%
ば
：1
ち
ね
::
0
を
-
^
.お

：咬
て
：ハ
^

塞

指

鴒
0
ダ

ゝ
如
郁̂
る

名

ゐ̂
も

あ

り

得

な

い
^
い
ふ
事
は
、-吾
々
に
と
つ
て
完
金
.に
確
實
と
な
り
、
明
瞭
と
.な

る

？

卷

五

〇

六

•
頁
ノ

 

.

,
か
く
の
ご
.と
き
戰
略
的
見
地
に
づ
い
，て
は
、
政
治
こ
そ
、‘
そ
の
原
動
力
で
な
け
れ
ば
溆
ら
ぬ
と
い
ふ
の
が
'
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
ィ
ッ
.ツ
：の
パ

:

主
：張
_
龙
^

”着

翁

し

：尤
策
事
慕
礙
脅
^

_
じ
々
評
:«
し
将
每
幾
<0
;&
^

#
ば
>
戰
#

.

.
:
だ
戰
^#
の

方

赞

疆

臀

規

：領
^
>
^
^
5
|
>
^
:
?
^

放
希
歡
仕
事
：：で
；あ
卞
、、
又
_
治
の
が
办
：仕
事
.で
务 

.

.
:•
'
ま

た

い

ふ
 

o 

* 

- 

; 

, 

ノ

ノ

「
V

 

: 

: 一
 

.)

,-
!凡
て 

一
m

#
 ̂

4

て
必
：要
ぶ
る
、主.要
謙
作
戰.は
.、
す
べ
て
政
治
的
諸
關
係
に
對
す
る
洞
察
な
ぐ
し
.て
行
は
れ
.得
な
/'
o世
人
は
、

.

.し

.'
^
;'
1
>
'
艰

，
政

*

'̂
,
.戰
^
の
靠
妨
'^
有
害
な
る
*
.響
を
及
ほ
す
と
い
っ
て
非
*
し
て
ゐ
る
が
そ
れ
は
全
く
見
當
ち
が
'ひ
な
考
へ
^
で 

.•;
:あ
：る
：':
0
か
か
名
播
合
忙
非
難
て
.^
け
れ
.ば
1
ら
^
ぃ
.：の
.
.ば
、
こ
の
影
響
で
は
な
く
て
、實
は
政
治
そ
れ
自
#•
&■;の
，
そ:0
-
政

治

が

正

し

け

れ
ぽ
，
卽
ち
そ
れ
が
そ
の
目
標
に
適
合
し
て
ゐ
れ
ば
、
そ
れ
は
戰
率
に
影
響
し
て
有
利
な
る
結
果
を
裔
：さ
ざ
>
?
'
を
得
；な
.い
の
だ
0
も 

し
：：

こ
.
.の
雪
が
チ
標
れ
ら
逸
れ
た
^
の
セ
あ
れ
ば
、
、そ
の
原
因
は
管
間
違
つ
た
政
治
.の
中
に
求
め
ら
れ
'^
べ
き
で
あ
名
0」

(

下

，卷

五

〇
七 
|
五
0
八
頁)

' 
.

、
■

■
;
、 

- 

.

. 

.
‘ 

/

‘
：政
治
は
か
く
の
.ど
と
含
地
位
を
持
つ
て
ゐ
る
"に
も
拘
ら
’ず
、
.軍
事
に
針
す
‘る
理
解
：の
•缺
如
.
.の
た
め
に
、
-戰
爭
指
缚
を
誤
る
と
と
.が
あ
' 

る
。‘
•從
づ
て
、「

政
治
の
.運
用
の
^
ぬ
■に
ば
]'
.軍
事
に
_つ
い
て
の
•あ
.る
程
度
の
，理
解
が
絕
對
に
必
要
で
あ
，る
O
H下
卷
五
〇
八
頁〕
し
.が
し 

な
が
ら
、
政
治
當
局
忆
對
し
て
要
求
せ
.ら

る

、

こ

と

は

、

「

，
眼

界

廣

く"
頭
腦
俊
敏
に
し
て
、
性
格
鞏
固
な
.る
こ
と
•
こ
れ
こ
そ
‘が
妹
相 

た
る
^
の
•有
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
主
要
特
質
C
で
あ
，
る
。

(

下

卷

五

〇

八

頁

 >

 
か
か
る
性
格
を
，有
す
る
者
に
と
つ
て
は
、「

軍
事
に
對
す
る
洞
察
^: 

ど
は
、
侗
ら
か
の
‘方
法
で
こ
れ
,̂
補
ふ
®
が
可
能
で
あ
る
。」(

五
〇
八
I
九
頁)

，
か
か
る
見
地
に
立
つ
.ク
ラ
ゥ
せ
ゥ
ィ
ッ
ツ
は
、
戰
爭
指
導
の
質
任
は
、
軍
事
當
局
で
は
な
.

V
、

政
務
當
局
に
あ
る
と
い
ふ
斷
笼
に
達
.,

• 

V 

• 

- 

• 

.

.

.

.

.

. 

<
•
.
.

•!
-
<
.
. 

,

V- 

. 

- 

•
. 

.+ 

■

*
•
 

' 

I
'.
.'
' 

.
-
•'
.，.

•

-
.
.
.
I
» 

.

ゾ
-
• 

•
• 

- 

. 

, 

• 

:
< 

. 

• 
…

.
•
.

し
，て
ゐ
る
0
彼
は
い
，ふ
0 

•

「

と
の
-見
解
‘ょ
り
推
せ
ば
、‘特
に
大
軍
事
的
事
件
$-
た
は
、
.そ
れ
に
對
す
.る
作
戰
ば
.
' 純
粹
.に
.軍
事
的
な
る
觀
，點
か
ら
：p
み
：評
價
さ
^.

' 

,ぺ
き
で
あ
る
と
考
へ
岑
の
.は
ノ
石
必
要
で
あ
る
許
り
で
な
く
、有
齊
で
さ
へ
あ
る
。
實
際
戰
爭
Mt
畫
を
樹
て
•る
に
當
つ
て
，特
に
軍
人
- 

.
に
•諮
問
し
、
之
を
し
：て
內
閣
の
行
ふ
‘
‘べ
き
事
に
就
き
飩
粹
に
軍
’事
的
友
批
訊
を
な
さ
し
め
ん
と
す
る
が
如
き
は
、
事
理
を
誤
つ
た
も 

の
で
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
"
更
に1,

層
不
條
理
.な
の
は
、
世
の
學
苕
と
言
は
れ
る
人
々
が
'
す
べ
て
旣
存
の
，戰
爭
手
段 

の
使
用
被
、將
邮
の
自
由
に
任
さ
る
ベ
ぎ
で
ト
あ
石
と
要
求
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
藍
し
彼
等
.に
ょ
れ
ば
、
か
*く
し
セ
實
施
さ
れ
た
る 

手
馊
に
應
じ
て
、戰
爭
又
は
戰
後
に
對
、し
て
、
純
粹
に
軍
事
的
な
作
戰
を
樹
て
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
も
の
.だ
。
今
日
-の
戰
爭
は
.>
.

.

.非
常
.に

複

雜

、と

な
^

冗
全
1
も
の
と
な
つ
て
來
た
が
、そ
れ
に
も
环
枸
、戰
爭
の
主
要
.な
る
方
針
は
、％

に
内
閣
に
ょ
り
て
、
專
問
的
丨

. 

.

.

.

.

.•
-

.
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-
•
.
•
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•
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パ
敢
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本

i

の

ー

矶

究

(
, 

八

】

c

r

l

七
五

)
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I

本

質

論

の

一

嘶

究

，

へ
‘ 

，

_
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•
八
二

 

(

一
 

ニ
七
六〕

.

‘
な
言
葉
を
‘用
ひ
れ
.ば
、
軍
事
當
‘局
で
は
&'
く
、
政
務
當
局
に
，ょ
つ
て
.規
定
さ
れ
て
來
た
と
い
ふ
事
は
、一

般
的
經
驗
に
徵
し
て
も
、，

*明
か
で
あ
る
。」(

下
卷
五
〇
七
頁)

.

、
.

' 

’ 

• 

- 

■

.

.
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
ィ
ッ
ツ
'の
政
治
根
源
論
に
對
し
て
、
最
も
.大
き
な
反
擧
を
加
へ
•た
も
の
は
、
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
：で
あ
ら
ぅ
。
ル
ー
デ
ン
ド 

ル
ブ
將
軍
の「

&
體
戰
爭
論
し
に
つ
い
て
は
ノ
後
段
に
祥
論
す
る
普
で
あ
る
が
、
將
軍
は
、
現
代
の
戰
.宰
は
民
族
存
在
の
最
高
意
志
の
表 

現
で
あ
る
，と
規
定
し
、
.そ
れ
に
對
し
て
、一

切
の
.も
の
が
奉
仕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
政
治
が
戰f.

を
措
導
す
る
の
セ
‘ 

な
く
、
戰
爭
こ
そ
、
，政
治
を
指
導
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
の
、で
あ
る
。

，
.

/

、
，

‘

‘

か
か
る
ク
；ラ
ウ
ゼ
兮
小
，
ツ
と
ル
.
1デ
ン
ド
ル
フ
の
見
解
の
相
邋
ぬ-

全
く
對
臉
的
で
あ
今
そ
の
理
由
比
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
戰 

學
ど
，現

代

^
孅
^
と
^
本
質
的
著
與
に
ょ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
明
瞭
で
あ
り
、
更
に
現
代
の
戰
爭
の
本
質
を
理
解
す
.る
と
き
*
爾
. 

者
の
，理
論
的
對
立
を
、
.綜
合
と
し
ズ
の
一
つ
の
新
し
，い
.理
論
に
、
有
機
的
に
紐
織
し
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。
わ
が
く
し 

の
小
さ
な
意
圖
も
•
そ
の
.點
を
目
指
し
て
ゐ
，る
。

_ 

. 

,

•
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
ィ
.ッ
ツ
の
戰
爭
に
お
け
る
政
治
ぶ
上
論
と
ル
ー
デ
ノ
ド
ル
フ
の
戰
爭
に
對
す
る
政
洽
從
屬
論
と
の
融
#
は
、
決
し
て
罾
、
 

易
で
は
^
い
か
現
祐
の
實
狀
と
し
て
、
軍
人
を
し
て
戰
術
を
、
政
•治
家
を
し
、ズ
'戰
略
を
と
.い
ふ
グ
ラ
ウ
，ゼ
ウ
ィ
ッ
ツ
の
理
論
.±
、
.直 

接
，適
用
す
ベ
f

の
で
は
な
い
タ
•為
に
、
近

代

自

皇

蒙

下

^
お
い
て
、
軍
事
的
知
識
が
齧
さ
れ
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
い
ふ
' 

「

軍
事
に
つ
い
'

W

 Q

あK?

程
度
の
乱
解」

を
も
、
％
つV
ゐ
な
い
政
治
家Q

多
い
場
合
、
そ
れ
は
絕
對
に
危
險
で
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ハ 

な
い
。
而
し
て
、
わ
が
，周
の
ご
と
き
、

そ
の
政
治
家
の
資
質
に
お
，

S

て
、
か
か
る
理
解
を
充
分
に
持
？

ゐ
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
パ9,

 

骐
實〕

め
上
於
お
い
ヤ
も
”
政
殲
雨
‘略
のJ

致
の
た
め
に
ば
、
現
在
大
本
營
連
，勝
會
議
な
る
も
わ
が
運
用
.さ
れ
て
ゐ
を
。
こ
の
.點
は
統
帥 

と
政
治
士
の
關
係
の
最
も
微
妙
な
る
.ゎ
が
國
に
ぉ
ぃ
て
は
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ

イ

、ッ

ッ

の
戰
爭
の
政
治
輝
：論
を
も
、
ま
たル
.-

デ
ン
ド
ル
フ
.

の
將
帥
獨
裁
論
と
1
稱
す
べ
き
^
の
.を
も
•
探
用
し
得
な
い
で
.あ
ら
う
と
考
へ
.ら
れ
る
o
.そ
ヒ
に
、
わ
が
國
の
特
殊
の
理
論
が
存
在
し 

な
け
れ
ば
な
ら
れ
窖
で
あ
る
9
’
| 

, 

■ 

• 

 ̂

■ 

•

:/
.四
政
治
の
手
段
と
し
て
の
戰
爭 

.

戰
爭
は
、
決
職6

發
M.
し
た
挫
質
を
持
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
旣
に
ク
，ラ
ウ
.ゼ
ウ
，ィ
，、ッ■ツ
が
、
そ
の
戰
爭
本
質
論
の
頭
初
に
い
0
た
こ
，

• 

- 

. 

, 

■ 

- 

-
. 

•
. 
フ
- 

•
.
.

と
：で
あ
る
。
從
っ
て
ン
そ
の
行
動
に
お
い
て
は
、
常
に
積
.極
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
勝
利
か
敗
北
，か
の
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
生
か
死 

加
め
問
題
.で
：̂
る
:^
躺
鐵
がs

i
E

g-:

め

目

：的

に

對

す
#g

面
目
の
#
段

：と_

&
れ
$

も
、
戰
鬪
自
體
の
發
展
'に
お
い
て
.-
積
極
的
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

，

'•:
 

へ 

「

敵
の
完
全
な
る
討
減
を
目
標
と
し
.て
、

設

定

し

得

，
る

程

の

者

な

ら

"ば
、
容
易
に
防
禦
，に
避
難
を
求
め
る
樣
な
事
を
し
な
い
.で
あ
ら 

.
う
と
い
ふ
こ
.と
は
事
實
だ
。
蓋
し
防
禦
の
直
接
の
目
檩
は
、
旣
得
物
の
保
存
以
上
に
は
出
セ
な
.い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
'.
わ
れ
わ 

れs
r

あ
ら
ゆ
る
賴
極
的
原
理
•を
缺
く
と
こ
ろ
以
防
禦
な
ど
と
：い
ふ
こ

と

.
は
、
.戰
術
.上
に
お
い
-て
も
缺
略
上
に
お
い
て
も
、
あ
り
得

ベ
か
.ら
ざ
る
不
條
理
の
思
想
で
あ
る
と
.い
ふ
こ
と
を
、飽
く
ま
で
も
固
執
し
,*
防
，禦
者
と
し
て
の
利
益
如
何
な
る
を
毛
充
分
に
：享
受
し

'
、 

...
 

.

....... . 

.

 

•
. 

...
 

.

.

.

.

.

.
一
：.
.
：

た
後
は
、
力
の
許
す
限
り
、
直
ち
に
攻
擊
に
移
^ ,
事
に
努
め
る
で
•あ
ら
う
と
い
ふ
こ
と
を
、
常
に
想
泡
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
：9
然
タ 

と
.す
れ
ば
*
こ
，‘

Q

攻
擊
が
持
ち
'得
る
.所
の
自
標
も
ま
た
慰
ら
ぐ
は
、
や
は
り
敵
の
討
減
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
上
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
從
-

 

つ
ズ
そ
.の
大
小
を
問
は
ず
、
そ
れ
こ
そ
が
防
禦
の
本
來
の
目
■標
で
あ
る
,̂
看
做
さ
る
べ
き
•で
あ
.る

。

」(

下

卷

四

九
 

一K
T

 
.

扒
く
の
ご
と
き
戰
鬪
の
本
質
.は
.、
..
ま
-た
戰
鬪
の
集
中
性
を
要
求
す
る
。
そ
れ
は
戰
鬪
0\
徹
底
性
を
貫
徹
す
る
も
の
.で
あ
る
。

.

. 

「

勝
利
者
ば
常
に
全
赌
の
.重
心
を
目
指
し
て
突
進
す
べ
く
、
，全
體
の
副
次
的
な
部
分
に
向
っ
て
、
動
作
'を
集
中
す
る
樣
な
こ
と
、が
^

r
 

.

 

.

.
+
•

 
...
 

.
V
.

.

.

I.
.'
:.
.-

*.
,-
し.-、：, 

v
.
v
.
'

'-
'
.-.
.. 

. 

. 

’
 

.•...
 

...

,
•
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
f

上
物
質
上
優
勢
の
地
位
に
I

時
と
雖
も
、
單
に
！

一

州
を
占
領
す
る
が
如
き
小
事
に
あ
く
そ
べ
し
、
.こ 

戰
敏
本
質
滴
か1

硏

究

■

 

•

、

、

：
 

八

三

.(

ニ
ー
七
七)



/. 

赖
爭
本
貧
諭
の1

砩
铐.

，
 

/ 

•
八E

 

•

(
1
1
1

七
^)

の
占
領
に
ば
危
險
が
.少
；
s*^
6

<t
v>
^>
の
で
、大
功
を
樹
て
る
樣
な
こ
と
，が
'あ
つ
て
は
^
ら
.ぬ
0常
に
怠
る
事
な
く
敵
の
勢
カ
の
核
1> 

*

を
求
め
よ
.■全
力
b
こ
れ
に
集
中
し
、
金
體
，を
獲
像
せ
ん
こ
.と
を
期
せ
よ
、
か
く
し
て
の
み
、
敵
を
實
際
.に
叩
き
伏
せ
る
事
が
出
來 

■

る
の
で
あ
3
9

」(

下
卷
四
八
ニ
頁)

’ 

- 

‘ 

,

.
か
く
，の
ご
と
き
が
、
戰
闘
の
本
質
で
あ
り
、-、
戰
爭
が「

、絕
對
的
士
姿
^

到
達
し
た
第
十
九
世
紀
初
葉
に
お
い
‘て
は
、
こ
の
粑
質
は
更 

，
に

激

都

を

極

め

て

.現
は
れ
て
ゐ
る
。(

戰
^
論
第
八
.篇
第
王
章〕

そ
.れ
を
戰
举
の『

獨
_
の
法
則」

-と
い
ふ
ご
と
が
出
來
よ
う
o(

ヒ
冶
第
一 

篇
七
六
頁)

そ
れ
は
.

ナ
ポ
レ
オ
ン
•ボ
ナ
パ

ル

ト

に
ー
お
い
て
、十
分
，に
發
展
し
た「

打
倒
戰
術」

(Niedefwerfungsstrate

o cie)

で
あ
る
。 

そ
れ
‘が
、
戰
鬪
の
窮
適
の
本
質
で
あ
る
。

\

 

:

,
 

’ 

.

.

. 

' 

.

し
か
し
な
が
ら
、
戰
爭
は
政
治
.に
よ
つ
て
規
定
さ
れ
る
。
元
來
、
放
治
な
る
も
の
は
、
、政
治
者
の
カ
的
關
係
：に
よ
.つ
て
左
右
さ
れ
、
 

そ
の
運
^
は
、
そ
の
力
•の
取
引
と
‘も
い
ふ
べ
き
も
の
で
'あ
る
。.
從
つ
て
：
政
治
は
，
戰
爭
■の
本
然
性
の
々
う
に
、
生
死
の
潮
戶
際
に
ま 

で
‘到
る
と
•と
が〔

遲
だ
多
>
と
は
い
は
れ
得
な
い
-0

褂
引
の
度
合
，は
、戰
爭
に
お
け
る
よ
bも

-,

一
般
，の
政
治
忙
お
い
て
.顔
蒂

で

あ

る

。
 

而

し

，て

古

代

お

よ

び

电

,#
の

政

治

は.人

民

金

體

の.，政
治
で
は
■な
く
し
て
、
そ
の
中

の
特
權
者
の
そ
れ
で
あ
る
。\'
こ
の
政
治
の
ホ
«
に 

,從
つ
て
、
戰
荦
を
遂
行
せ
ら
る
5,
-
に
至
つ
た
。

'

.

'
•「

軍
隊
は
國
庫
に
よ
.つ

て

扶

養

さ

れ

て

ゐ

た

の
〔

で
あ
，る'が
、
.君
主
は
•國
庫
を
も
つ
て
，、
半
ば
自
分
の
私
有
讨
產
で
あ
る
か
の
ご
と
く 

看

做
-b
、
さ

う

で

な

い

ま

で

も

、

、こ
れ
を
政

府

の

財

齑

で

あ

る

か

の

ご

と

く

'看
做
じ
、
國
民
に
所
®

す
る
^
の
と
は
考
へ
な
か
つ
た 

の
.で
.あ
る)

又
他
の
諸
歐
家
と
W
關
係
は
、
若
干
の
商
業
問
題
を
除
く
の
外
は
、
そ
の
多
く
は
國
鹿
ま
た
は
政
此
の
科
害
に
の
み
關
. 

係

し

國

民

の
.利
寄
と
は
、
關
係
が
な
か
つ
た
。
.
'少V

と
^-
、
何

處

でも
； "

そ
の
樣
に
考
ベ
ら
れ
て
ゐ
た
。
か
く
て
內
閣
ま
自
ら
大 

,
,
財
菝
の
所
有
者
鈹
管
理
者
を
以
て
任
じ
、
常
.に
そ
の
横
殖
に
努
め
て
ゐ
た
が
、
納
税
者
だ
を
國
民
は
、.
こ
の
,

殖
.に
よ
つ
て
、
特
別

'

一
..
■

•‘
.

-.
 
f
 

.

 
..
..

 
..
.
 
.

•

•

'

 

...

...
 

.

二

‘..
.-
.
 

■
.;.....

 I

.

.

 
.

 

■

一*:
;
々
.
_

_fc
-
#'
w
#-
i 私
_
で
啟
灰
い
^'
_
鞑
入
0
遠
_

_
ぬ

蕾

;:
'.>
;
^

に
お
い
て
は
、'
戰
爭
は
本
來
正
式
.の
•公
民
，の
み
の
仕
事
と
き
‘れ
て
ゐ
た
と
は
い
へ
、
し
か
も
な
ほ
多
數
の
人
民
が
、
こ
れ
に
參
加
し
. 

ぢ
て
.ね

ん

琢

ば

_

_
擞
_
呔
何
等
め
*.

氣
爭
に
對
し
て
、
間
接
の
影
響
を
及
ぼ
す
忆
過
ぎ
な
.い
^
と
と
な
，つ
，た
の
で
あ
‘る
0.
‘か
徵
に
レ
て
、
戰
爭
於
.、
政
俯
が
人
.
.民
が
ら
離
：
. 

,隔

し

、
、
政

府

そ
<7
)
.も
の
を
も
つ
て
、M

家
と
看
做
す
‘
.に•到
り
て
以
来
、
H
に
そ
れ
に
對
應
し
て
"
單
に
政
府
の
.み
の
仕
事
と
な
り
、
 

政
府
は
、.

」

そ
の
.公

金

を

支

：出
.1>
、
'自
國
お
■よ
.び
瞵
國
の
'浮
浪
の
.徒

，を|«
り
集
め
，.て
ノ
之
を
遂
行
し
：た
の
で
あ
'つ
た
。
そ
P
結

果

、
.
各 

,政
府
れ
用
ひ
る
事
の
出
來
た
手
段
は
、
か
な
り
に
限
定
さ
れ
、：
兩
國
は
、：
w
.に
^
の
對
敵
の
手
段
.の
.範
圍
や
持
久
カ
を
容
;1
;
く
看
蹲 

t
る
こ
.と
が
出
來
た
。

- 

\ 

‘ 
:
 

•

,
.と
i
に
お
い
て
、
戰
爭
は
、
そ
の
最
も
危
險
な
■る
方
面
、
脚
ち
無
限
#
的
な
努
力
お
よ
，ひ
、
こ
れ
と
結
び
つ
い
て
ゐ
る
樣
产
な
可 

ン
脱
性
の
充
分
な
測
，定
し
難
き
事
等
の
性
質
を
失
ふ
事
と
な
ク
た
o
. 

:
■
• 

, 

\
 

,
 

•
• 

•
.

.當
縣
に
あ
つ
で
，は
？
そ
の
敵
國
の
財
政
狀
態
•資
f-
'
信
用
等
$

略
々
之
を
知
る
事
が
出
來
た
。
ま
た
、
そ
の
英
數
に
就
-い
て
も 

;
同
樣
で
あ
る
9
戰
爭
の
間
際
に
な
つ
て
、
，俄
に
兵
力
を
增
大
さ
せ
る
と
い
’ふ
事
は
"
到
底
出
來
な
か
つ
た
。
か
く
の
ご
と
く
、
敵
の 

兵
力
の
限
典
を
测
定
す
.^
こ
-と
が
出
來
た
が
ら
、
•全
減
の
非
運
•に
陷
る
が
ご
七
き
危
險
は
、
■豫
、め
之
を
避
.
る
こ
.と
が
可
能
で
あ
つ 

だ
し
” 

■
■
又
苜
國
れ
•兵
か
の
限
界
を
感
、じ
る
こ
-と
に
よ
0
で
、
*カ
に
相
曝
し
た
中
庸
§:
'
淨
た
目
標
を
激
ぶ
.こ
と
，が
出
來
た
0 

假
令 

’君
主
七
い
へ
，ど
も
、
軍
隊
に
甩
ひ
る
に
當
つ
て
は
愼
重
を
旨
と
し
な
，け
れ
ば
1
ら
な
か
，<?
た
。
-

i

、
、
•
.
.
.

こ
、
畛
お
，^'
て
、
戰
带
は
、
そ
の
本
質
ぬ
お
い
て
、.
金
く
時
間
.と
偶
絡
と
に
よ
つ
V
M.
命
が
決
立
る
力
.ル
タ
遊
び
に
も
比
せ
ら
る 

き
も
の
と
尨
つ
た
9
ま
た
そ
の
意
義
よ
：

Cv

い
へ
ば
、
そ
れ
は
、
幾
分
强
硬
な
る
外
交
、
言
ひ
換
へ
、作
ば
、
や
X
頭
^
な
る
態
度
を
. 

奮

本

.質
檢
の一.

硏
究 

，ぐ

、

A

£

C
1
1
1

七
九)



-晚
^
本
钱
亂
の
硏
究
> 

八
ム
、

へ
ニ
ー
\
0ノ 

.
, 

名
ウ
て
行
ゆ
れ
^-
糟
亂
析
衡
の
類
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
^

^
會
戰
や
-̂
:
-城
が
、
外
六
^
}

19

牒
に
代
、っ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
當 

時
に
あ
っ
て
は
，
最
も
野
心
に
傲
ぇ
，た
て
る
と
離
も
*
爆
和
締
綠
の
際
の
擔
傲
と
，し
て
、
些
少
の
利
益
を
獲
得
す
る
队
上
，の
'骐
は
求 

め
な
か
っ
た」

ノ
下
卷
四
六
八
I
四
七
o

M

y
 

, 

、
• 

•
ク
.ラ
ゥ
ゼ
ゥ
ィ
ッ
ッ
の
叙
述
は
*
第
十
ん
世
紀
を
中
心
と
す
备
も
の
で
あ
る
が
、
こ
o'
時

代

に

お

い

て

は

、
'
戰

爭

は

全

く

政

治

の

手 

段
と
し
て
、
而
し
て
、
手
段
と
し
て
の
み
の
性
質
を
具
有
し
て
ゐ
龙
に
.過
、ぎ
な
い
。
從
つ
て
、
そ
れ
.は
性
質
に
從
つ
で
■の
み
、
^
象
と
. 

し
て
現
は
れ
た
の
で
あ
る
0.
■ 

. 

’ 

' 

\

「

政
^
は
.
戰V
を
手
段
と
し
て
.用
ひ
る
事
'
.に-ょ
^
、.戰
®
'の
"性
賢
か
ら
當
然
出
來
す
る
あ
ら
ゆ
る
.結
果
を
.同
庭
し
-̂

弓
杓
な 

■

可
能
性
に
.は
頓
蓍
也
ず
、
手
近
な
蓋
然
性
の
み
に
執
着
す
る
。
、そ
の
結
艰
、
全
事
業
は
著
し
べ
不
確
實
な
る
も
の
と
な
り
：、
い
は
r 

.遊
戟
贮
類
，す
る
も
の
と
な
る
.が
*
こ
X
に
.お
い
て
、
各
國
政
府
は
、
專
、ら
こ
の
避
戯
に
お
け
る
敏
巧
と
明
察
力
と
に
お
ハ
て
奪
に
優
：
 

る
を
以
て
、
悅
び
，ど
し
誇
り
と
す
る
に
到
つ
た
。 

I

.>  
...
 

:y S; 

-.
 
? 
>.
 

V 

•
 

:
.-
.
 

•.- 
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•
 

■
 

: 

* 

•
 

•.

か
く
の
ご
と
く
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
t
の
を
破
壞
せ
^

^
ば
止
ま
な
い
猛
烈
無
比
を
も
つ
て
本
領
と
す
る
と
こ
ろ
(0
.戰
爭
も
、
政
台
-
. 

の
手
裡
に
歸
す
る
や
、
單
な
名1

手
段
と
化
し
て
し
.

1M

ふ
。.會
戰
は
恰
も
恐
る
ベ
.き
！

nj

劍
の
ご
と
き
も
の
.で
あ
る
0'
兩
手
を
も
つ
で 

握
，り
し
^

全
身
5:
^
と
/«
>
.て
振
り
上
け
、
ニ
度
と
や
か
直
し
を
し
な
、い
覺
悟
で
猛
然
と
之
を
打
ち
下
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
所

)?
‘
そ
1 

が
、
政
治
の
手
裡
に
顧
す
る
や
、
忽
ち
輕
便
良
在
の
.姊
劍
と
な
り
、
時
に
は
又
、双
.の
な
い
試
<
1ロ
用
の
劍
と
さ
.へ
&'
り
、
.
.突
き
*羊
¥

'' 

队
っ
ぱ
づ
し
響
樣
々
の
.妙
手
を
も
っ
て
*
敵
手
，と
技
を
爭
ふ
手
段
と
化
し
て
し
ま
ふ
。」(

下
卷
五
〇
ニ
丨
五
〇
三
頁)

、

* 

戰
帝
に
お
い
て
は
、
敵
國
の
勢
力
を
察
知
す
る
こ
と
は
、
あ
$-
程
度
ま
'で
な
し
得
る
と
‘ヒ
ろ
で
あ
る
0
1>
か
し
な
が
ら
.、
.そ
5
全

»1 

を
窺
知
す
る
こ
と
は
不
可
能
.で
；あ
.る
P
;

「

此
の
場
合
諸
關
係
が
甚
だ
善
衝
多
#
に
.レ
.て
、
且
っ
そ
の
寛
：界
の
.
"不

る

結

果

、̂

屯
の

, - 上—: ^ 』 广ニ̂ ^ 臨3备基_ 減變涵紫荷硬，群.冗芯於济

.視
野
：の
.
4に
_令
來
る
要
因
ぬ
聪
だ
多
數
で
>̂
.
^
*
.
之
こ
れ
ら
の
要
因
の
大
部
分
ゅ
*
''
'
:唯

湯

，至

へ
で
^ 7
る
^
；0
V-
'
に
お
い
て
、
若
し
將
帥
u
l>
て

藤

*
理
を
着
破
す
る
素
晴
ら
し
.い
.眼

货

を

も

：つ
ゼ
：
.

¥

^

マ

營

整

理

す

夺

に
 

:あ
ら
ざ
ル
ば
、
^
>
.の
觀
察
や
考
慮
於
紛
糾
錯
ま
.し
ノ 

ボ
ナ
。八̂

ト
、の
左
の
.言

葉

^

、

實
に
至
ー
ー
ー
日
と
い
ふ
べ
き
で

.あ
る
9
日
ぐ
、『

將
帥
の
す
ず
べぎ

！
：

斷
は
'、
；
ニ
：
ネ

ト

ジ
:4
>
:オ

七-1
>
.
<
^

:

職

を

つ

(

上
卷一

三
三
I
,

H
i
t

四
頁
：

〕

從
つ
て
、
優
秀
^
將
；
 

:

.

帥
と
1>
て
ば
4
建

設

的

な

る

，よ

り

^.
.寧
ろ
反
昝
的
な
る
-
<物
、
二
面
的
に
あ
る
方
向
を
追
東
す
る
て
い
.の
入
物
で
’ば

な

ぐ

七':
-
.
:
寧

ろ 

,
、全
體
を
概
歡
尤
石
能
力
を
布
し
て
ゐ
る
人
物
、
熱
烈
な
る
腦
髓
の
敗
有
者
；で
、は
.な
く
、、寧
ろ
冷
靜
な
.る
腦
雠
の
：所
_
者
で
あ
る
。
し
.

(

上 

••
.卷
ゴ
1£-
5

そ
れ
は
\
戰
爭
が

测

の
.世
界」

で
あ
る
か
ら
ホ
•あ
り
、(

上
卷
ー
0
八
頁)

ま
^

蓋
然
と
偶
然
と
の
ー
父
錯
<-
'で
あ
り
、(

と 

•

'.
^
<
0

莨)

一"暗
礁
の
多
い
未
规
<7
>
;海
に
似
て
ゐ
る」

か
ら
で
あ
る
。〈

上
卷
ー
四
八
頁〕

•

.

五

'
戰
爭
の
獨
自
的
性
質
と
敗
治
の
本
質

 

*

紛
糾
^ 5
雜
は
、
戰
#-
-
の
過
程
に
お
い
て
現
は
れ
る
現
象
■で
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
の
た
办
.に
.、
戰
爭
の
本
質
が
齒
沒
言
る
、
も
め
で 

.は
な
いO 

•

.

.
 

• 

.
，

.

、

「

戰
维
は
そ
の
'目
的
を
達
'す
る
に
遲
速
の
差
あ
り
と
は
い
へ

、

.

常
に
必
ず
一
.定
の
期
間
繼
續
し
、
そ
の
M
に
或
は
右
へ
或
は
左
へ
方 

向
の
變
化
於
與
へ
ら
れ
る
会
地
が
殘
さ
れ
て
ゐ
る
o
即
ち
戰
，爭
は
、
.之
を
嚮
導
す
ぺ
き
现
智
に
よ
つ
て
左
右
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
わ 

け
で
あ
る
。
诉
T?
今
戰
爭
が
政
治
的
目
的
よ
り
出
發
し
た
る
も
の
な
り
と
す
れ
ば
、
•戰
箏
を
惹
起
せ
し
め
た
此
の
最
^

 ̂

M
が
，

,

.

、ま
た
戰
#
の
指
導
に
對
丨V

て
.も
.、
.最
も
重
要
な
る
働
き
を
及
•ぼ
す
べ
き
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
と
は
い
へ
、
そ
れ
だ
か
ら
.と
い
つ
て 

•
政
治
的
目
的
は
，
決
し
て
專
制
的
な
立
法
者
で
は
な
‘い
。
そ
,̂
は
手
段
の
私
質
に
從
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
ば
し
ば
そ
の
た
め
に
全

. 

■
■
擎
本
質
論
の
一
研
究
. 

、

く 

>

八

七

C
1

二
八
一〕



ン戰爭本熨詾の

.
5
究

I 

*
八
八
.

(
M
I

八
5

‘ 

.

然
そ
の
性
質
を
案
ぜ
し
め
.ら
れ
る
と
と
さ
■へ
あ
る
。
だ
が
、
終
れ
に
せ
•よ
、
そ
れ
は
第
一
に
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
所
の
要
素
で

あ
る
'.
0
か

く

て

‘政
治

_は

>
 

全

軍

事

行

動

，k
':*
M-
し

、

te
爭

に

お

.い
て
動
發
す
る
力

の

性

質

が

許
す
眼
り
，
'，之
に
•不
斷
の
勝
響
'を
及
ぼ
.

.
,
:
:
.

■

パ
す
の
t
あ
る
0
X
41
卷
や
六—

七
七
頁)

/
 

- 

' 

:

•

:き

.

"
.

戰

爭

は

政
治
に
歸
し
、政
治
上
の
目
的
を
達
ず
s'
手
^
と
し
て
、
遂
行
さ
れ
^

o

も
の
で
あ
るo

し
か
.1
;
な

が

ら

、

戰
牵
は
、
平
時 

に
お
け
る
政
治
上

の

他

.の

手
段
と
異

.る
も
の
’を
持

つ

セ

会

。
そ
れ『

■

の
獨k

的
性
質
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
馨

が

「

實
力
の 

,
.

.完
全
な
る
阻
窖
さ
れ
^
こ
と
な
き
絕
對
的
贬
現
で
あ
，る
と
假
定
，す
れ
ば
*
よ
し
ん
ば
、
始
め
は
*,政
治
に
よ
つ
て
惹
起
さ
れ
た
も
の
な 

- 

,

る
に
せ

•よ
、
そ

の

1
■，度
起
る
や
ぐ
直
ち
に
そ
れ
は
政
治
よ
り
完
全
に
獨
立
し
•た

る

も

の

，
と

し

て

、

こ

れ

に

代

り

、
-こ
れ
を
押
し
退
け
>

. 

ひ
た
す
ら
に
-广
そ
の
獨
自
の
法
則
に
の
み
從
ふ
に
到
る
で
あ
奢
。
こ
れ
恰
も
一
度
び
導
火
•さ
れ
‘た

響

が

、
必
ず
豫
定
せ
ら
れ
セ
方
.：

向
を
守
つ
て
他
に
逸
れ
る
こ
と
な
き
に
似
て
ゐ
る
。」

，

(

上
卷
七
六
頁)

>

.

-

し
か
し
.な
•が
ら
、
戰

爭

を

規
定
す
る
も
の
は
ノ
政
治
で
あ
り
、戰
爭

.の
地

盤

た

る
も
の
は
社
會
狀
態
お
よ
び
、
そ
の
諸
事
淸
で
あ
る
。

••
:'

:一
 

,「

開

明

，國

民

の

戰

争

と

未

開

；

1
民
の
戰
爭
と
^
比
較
す
る
と
、
.そ
の
慘
虐
性
と
破
壞
性
-の
程
度
に
お
い
‘て
後
苕
は
は
る
か
に
前
者
'

へ

.
: 

•

に
勝
つ
.て

る

が

、
.こ
れ
は
、
國
家
の
内
部
#
よ
び
國
家
相
互
湖
の
社
#.
的
狀
態
に
起
因
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る0

社
#
的
狀
歡
お
.よ 

“
び
そ
•の

諸

事

情

こ
そ
、
戰

爭

の

眞

の

地

盤

で

’あ

づ
て
、
戰

爭

过

V

こ
れ
に
よ
.つ
て
條

件

づ

け
6
ル
、.制
限
.せ
ら
れ
、
緩
和
さ
：れ
る
？

：
. 

•

け
れ
.ど
も
、
そ
'れ
ら
'の
事
，柄

は

、

戰

爭

そ

の

，も

.の
の
屬
性
で
は
な
く
て
、
戰
爭
そ
’の
も
の
：に
と
つ
て
は
-
.そ
れ
は
！
の
與
へ
，ら

れ

た

.*

.

る
亭
資
た
る
に
過
‘ぎ
な
いO

J
C

上
卷
五
三
.頁)

-

.
'

 

’一

：

•

.

■

:

;,
-

ク
ラ
ゥ
ゼ
ゥ
ィ
ッ
ッ
'は
、
政
治
と
戰
淨
の
關
係
を
詳
細
に
し
ば
し
ば
論
じ
て
’ゐ
る
が
、
政
治
そ
の
も
の
，の
性
質
に
ろ
.い
て
、
嚅
ず
.る

.

と
と
は
1-
!
寧
ろ
少
い
と
い
は
•ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
付
、
戰
爭
理
論
を
攻
究
す
る
も
の
と
し
て
/*
そ
；

J

に
全
力
を
注
ぐ
こ
と
を
得
な
.い
.

‘6

は
，
戴
然
•の
こ
と
だ
か
，

i

で
.I

O
し
か
し
な
が
ら
、
.彼
は
■政
治
^
如
何
な
る
意
義
に
解
し
•て
ゐ
る
か
o
彼
は
い
'ふ
。
：

「

政
'治
.と
い
ふ
も
の
は
、
國
•内
行
政
上
の
あ
'ら
ゆ
る
利
害
、
又
僩
备
活
の
そ
れ
を
も
、
‘
そ
の
.他
慕
的
思
辨
に
よ
つ
て
考
へ
^
ら 

-

れ
る
.種
々
な
る
利
寄
を
、
’ブ
に
ま
と
办
、
，こ
れ
が
亂
和
を
は
か
る
も
の
で
あ
^
と
.い
ふ
、
を
.、
前
提
と
し
.て
議
論
を
始
めf

。

と
い 

■ふ
の
は
、
元
來
攻
治
^

、
. 

'•

そ
れ
自
體
と
し
て
は
何
ら
の
價
値
あ
る
も
の
で
は
な
'

，.右
办
諸
刺
.害
の
管
理
人
と
し
て
諸
外
厕
に
^

^
 

.

.
'
す
る
も
の
に
過
ぎ
•な
い
.か
ら
で
あ
る
。
尤
も
、
政
治
が
誤
つ
た
方
向
を
持
ち
"
野
心
•私
的
利
害
•，政
俯
者
の
己
懷
等
に
奉
仕
す 

.

る
こA

J

も
あ
り
得
る
.が
、
そ
れ
は
、
こ
\
に
問
題
と
す
べ
き
も
，の
.で
は
-^
い
。

：

：

こ
V

で
.は
、
唯
政
治
を
も
つ
’て
''
社
會
の
•あ
ら 

，
ゆ
，る
利
害
め
總
代
表
者
と
み
な
し
得
，る
の
み
。」c

下
卷
五
〇
五
頁
.

) 

，

.

ク
，ラ
ウ
、ゼ
ウ
ィ
ッ
ツ
は
、
政
治
を
か
く
の
ご
.と
ぐ
解
じV

ゐ
る
.
,°
そ
れ
は
、
國
家
と
い
ふ
文
參
を
も
つ
て
置
き
換
へ
て
も
碧
支
&
い
. 

程

度

の

も

，
の

で

あ

る

.0
で
の
解
釋
は
、
彼
が
霞
！h

の
地
盤
と
し
.て
の「

社
#
脫
態
お
よ
び
そ
の
"諸
事
情
«_
'を

擧

げ

、

こ

れ

に

對

比

す

べ

.
き 

も
の
で
あ
る
-0
し
か
し
な
が
ら
"
.彼
.
.の「

戰
.爭
論」

を
精
讀
し
、
そ
れ
に
よ
グ
て
、
.戰
爭
と
政
治
と
の
本
質
的
關
係
を
論
じ
た
と
と
ろ
..に 

、お
い
て
は
•
.政
治
は
、
多
少
以
上
の
規
定
づ
け
よ
り
も
、
狹
少
に
解
し
.て
.ゐ
る
.も
の
の
ご
と
.く
.で
‘あ
る
'0
,そ
れ
は
、「

政
治」

と
い
ふ

•

言

：
 

.葉
に
對
し
て
何
等
の
解
釋
を：

も
與
へ
て
ゐ
な
い
場
合
で
あ
る
ミ
た
^
ノ
戰
爭
そ
の
も
の
‘の
亂
聯
の
廣
さ
を
十
分
認
識
す
る
と
き
、
ク
ラ 

ウ
ゼ
.ウ
ィ
ッ
‘ツ
の
政
治
と
、い
ふ
意
味
も
可
成
廣
v>
>̂
!
の
と
考
へ
-ら
れ
る
が
、
そ
の
敏
_は
明
瞭
に
さ
れ
，て
ゐ
.な
い
タ
.從
つ
て
、
彼
が
、
政 

治
を
定
義
し
た
唯
--
'
つ
の
場
合
で
あ
る
以
上
，の
引
•用
文
女
、•
そ
の
解
釋
と
す
る
の
外
は
な
い
の
で
あ
る
。
、

.<
こ
\
で

、
、
問

題

と

な

る

の

，は

、
，戰

#
の
地
‘盤
，と
し
て
似
社
會
狀
態
ど
.政
治
の
關
保
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
*
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ 

.
ィ

ヴ
ツ
は

v
y何
等
明
瞭
な
解
答
を
與
ヘ
_て
ゐ
- ^

い
。
し
か
し
.な

が

ら

、
，
社
#

1
態

，お

よ.び
そ
の
，諸
事
情
を
、戰
爭
の
地
盤
で
あ
る
と
解
す 

‘
み

こ

と

は

、
，
戰

華

と

.政
治
と
の
，關
係
に
照
し
て
、
•そ
れ
，は
_ま
た
政
治
の
地
盤
^-
$
と
い
ふ
こ
と
が
.出
來
を
で
あ
ら
ぅ
。
こ
め「

社
會
狀
態

.

软
爭
本
質
論
の一

硏
究
：

.

：
八
九
.

(

ニ
一 
八
三
、

)



.

、

、
戰
i

論
の
i

 

/

 

• 

g
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八
四〕

.

，
お
よ
び
そ
の
諸
事
情」

の
線
合
的
規
制
機
f

.
し
て
の
政
治
を
、ま
た
ク
ラ
ゥ
ゼ
ゥ
’ィ
，
ッ
は
考
へ
.て
ゐ
f

.の
の
ご
と
く
で
、あ
る
。「

せ
.

•

會
の
あ
4

る
利
害s

代
表
者」

と
い
X
思
想
が
、
.

f
に
あ
.今

r

ゥ
ゼ
.ゥ

イ

，ッ

ッ

は

、
f

狀
f

い
ふ
も
の
は
、
人
間
生
吣 

に
必
然
的
束
發
生
す
：べ
き
も
孕
あ
り
、
.そ
の
調
和
者
I
し
て
の
政
治
を
考
へ
て
ゐ
I

で
で
あ
る
。

彼
は
、
そ
れ
以
上
.
i

ん
で
，
1

1
戰
爭
に
.お
け
る
S

Q
役
割
の
大
な
ぎ
と
を
輝
め
て
ゐ
る
が
、
そ
の
技
術
，と
經
濟
の
關
係
：
 

從
つ
て
、
そ
れ
の
戰
f

の
關
係
に
ま
で
及
ぶ
の
で
I

い
。
' 

' 

:

、

■

ク
ラ
ゥ
.セ

/ >
ィ
ッ
ッ
は
戰
華
の
經
濟
的
說
明
を
し
よ
ぅ
と
い
ふ
の
で
は
な
い
0
十
四
世
紀
の
給
め
、
火
襲
ァ
ラ
ビ
ャ
人
忿
西
ョ 

■ 

•
丨
.ロ
ッ
パ
人
に
傅
へ
ら
れ
、戰
爭
を
全
くr

變
サ
し
め
た
。
こ
の
火
藥
や
火
器(

鍊
砲)

の
導
入
は
、1.

1

業
的
、
，し
た
が
つ
て
經
濟
的
. 

'の
進
步
で
あ
る
。
囊
は
依
然
產
業
で
あ
つ
.て
、
そ
れ
が
物
の
生
南
に
向
け
ら
れ
る
か
、そ
れQ-

獲
に
向
け
ら
れ
る
か
を
問
蕾
いy

.

‘し
か
も
火
器Q

導
人
は
、‘
，

に
I

そQ
J
Q

に
革
命
的
I

I

ぼ
し
た
の
み
S

 
く
、
政

治

忐

產

塞

屬

の

關

係

の

f

 

も
作
只
し
た
。
火
擊
火
器
を
得
る
に
は
、、產
業
と
#
幣
が
必
要
で
あ
り
、
-そ
し
て
、
こ
•れ
ら
兩
者
を
有
す
る
も
の
は
、
都
^

の
商

 ̂

金
融
業
者
で
あ
つ
た
。
だ
か
ら
火
器
、は
、
そ
も
そ
も
始
め
か
ら
、
都
市
や
•ま
た
都
市
を
f

と
す
る
新
響
主
政
治
や
の
封
建
貴
族
に 

對
I

武
器
で
あ
つ
た
。
今
ま
で
は
、
近
づ
き
得
な
ぎ
た
襄
の
石
の
讓
は
：
近
代
工
業
.に
よ
る
加
農
碑
の
；_

觫
れ
、
赴
代
.？

.
へ
業
::
0
鱗
^
の
：观

丸

傷

':
+
稽

胃

备

貫

_

/:
°,|1
'
.把
:;
*
备

^
麥

黎

賢

璧

共

.

8
芝

^

.
:'
の
？

も
に
、
步
兵
と
砲
兵
と
.が
、
ま
す
ま
た
決
定
的
な
兵
種
と
な
つ
た
，
そ
し
て
'
大
碑
の
：.お
霞
で
：、
填
需
品
製
造
業
仗
2

 

く
麋
的
な
る
一
の
新
た
な
逝
爲
た
るH

兵
隊
を
作
ら
ね
•は
な
ら
な
か
つ
た
と
い
ふ
や
ぅ
裏
濟
的
説
明
で
寒 

艦
隊
f

經
濟
が
條
件
に
依
存
す
る
も
の
^
な
■い
。
武
備
.編
成
&

«
、，撖
略
.霞

.は
ノ
何
.よ

り

著

.

.の

時

の

き

段

陳

や
^
^

、：

：
.
'に
■
_

.
る

-:
:':0
-
ぐ
れ
|

革
命
的
馨
を
與
べ
灰
も
の
扃
、
、天
才
的
將
蒙
t

l

自
由
翁
翁
造」

.

な
く
て
：
r
よ
り
よ
き
武
器

の
發
明
.と
兵
毕
枝
料
の
變
化
と
で
.あ
つ
た
と
い
.ふ
や
う
な
.こ
と
を
主
張
し
ょ
う
.と
す
る
も
の
で
も
な
い
.0
.

',
'

/■
■•ざ
う
い
ふ
や
.う
.
'^
.
戰
荦
が
、
戰
爭
技
術
„の
廢
裉
に
從
つ
七
、
そ
の
形
態
を
變
化
す
.る
?:
と
ゆ
、
ク
ラ
ウ
.ゼ
ウ
イ
ッ
ツ
へ
の
認
め
を
と 

■，
■
こ
.ろ
で
I

O
 

.
し
か
し
、*
彼
の
.重
點
i

い
た
部
分
は
、
' 寧
ろ
政
治
形
f

t

®で
あ
る
。
政
f

深
く
堀
り
下
げ
て
、
.そ
の
ょ
っ
て
.
‘ 

來
■る
と
匕
ろ
は
.
#か
士
：い4

問
題
は
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ン
ウ
イ
ッ
ツ
の
問
題
と
し
故
か
っ
た
：と
と
ろ
.で
^
る
。
第
十
九
世
紀
初
葉
の
戰
帶
瑪
論 

家
と
し
亡
ク
ラ
ウ
ゼ
ケ
イ
^
ッ

が

、
、
戰
，

#
の
歷
.史
性
5:
-承
認
し
、
.そ
の
政
治
.と
の
私
臂
的
關
聯
を
認
識
し
.た
だ
け
で
理
論
家
と
し
ー
て 

し
の
帳
務
レ
，十
分
に
要
し
た§

:

で
■あ
っ
て
、
彼
に
戰
爭
基
濟
と
か
直
接
へ
の
關
聯
性
を
装
察
.し
な
か
っ
た
點
を
責
め
る
•の
は
，
寧
ろ
，酷 

:.
:に
％
ぎ
る
ず
あ
ら
う
。
そ
れ
は
.
.當
時
.の
戰
爭
並
^
、
ョ
.
1ロ
ッ
_パ
丸
睦
の
事
情
に
ょ
る
で
1
ら
う
0
ウ
エ
ル
ナ
ア

*ゾ
ム 

<
ア
ト
.ガ

1 

のr

戰
f

資
本
主
9

や「

近
代
資
本
‘主
義
'

」

.に
お
い
て
指
_

>
て
ゐ
る
や
;^
に
、
旣
は
?a
代
せ
期
か
ら
の
集
I

爭
に
お
い
て
、,
器
，

1
.制

服
ふ
見
糧
*

艦
な
ど
の
大
量
生
產
が
行
は
れ
*
そ
の
生
遼
は
，資
本
玉
義
と
•し
て
の
軟
M,
を

持

ち

、
，•
そ

れ

力

近

代

國

家

の

成

立

發

'K
と 

深
い
關
係
を
持
つ
て
^,
る
•こ
と
は
、
史
.實
と
し
て
、
£
れ
を
認
む
べ
き
で
.あ
’ら
う
？
し
か
し
な
が
.ら
、
第
十
九
世
紀
に
い
た
る
ま
で
の 

戰
爭
は
、，
經
濟
的
意
味
に
お
い
て
、i

っ
の
微
發
戰
爭
經
漱
を
營
ん
で
ゐ」

た
と
い
つ
て
ょ
い
で
あ
ら
う
。
さ
う
い
ふ
意
味
に
お
>
て
は 

戰
爭
の
經
濟
に
對
す
る
.影
響
は
、
な
ほ
.今
日
の
や
‘う
に
絕
大
な
^.
の
で
あ
づ
た
と
み
る
こ
と
は
敗
來
な
い
。
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
イ
ッ
ツ
の
數
：
 

爭
理
論
は
、
か
か
る
，時
代
の
も
の
だ
。

ノ

,

•
• 

I
- 

穴
歷
史
上
に
お
け
る
戰
爭
の
形
態
.
：

, 

,

.

ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
イ
f
ソ
於
、
戰
'
^
の

蜜

的

形

態

を

響£
1

識
し
て
ゐ
る
と
と
は
、
大
き
な
戰
带
理
論
に
對
す
る
貢
献
で
あ
る
。
彼

：
 

.
吁
フ
4,
寺
代
の
戰
#
に
ぼ
.、
そ
れ
ぞ
れ
獨
自
の
性
質
、
こ
れ
を
制
限
す
る
觸
自
の
.條
件
が
各
..
0
、獨
自
の
制
約
を
受
け」

て
ゐ
る
こ
と
を 

⑷
嗜
な
ら
し
办
て
ゐ
•る
'。
從
っ
.て
、
ク
，ラ
ウ
ゼ
、ウ
イ
ッ
ツ
に
ょ
れ
ば
、「

各
時
^-
1̂
は
‘
そ
れ
ぞ
れ
獨
自
打
戰
爭
理
論
が
あ
る
へ
き
管
で 

馨
本
贫
謫
め一

硏
究
. 

<.、

.

.
:■

九
1

.

-

( 
一
二
八
.
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■ 

■ 

,

-

l

i

s
究
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パ
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.
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九
ニ 
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l
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お
る
。」

亨
簡
姻
七
七
寅
'

)

し
か
ら
'ば
、
戰
爭
被
い
か
な
る
形
態
に
.知
い
て
、
■發
展
し
た
か
o
:ク
ラ
ゥ
ゼ
ゥ
ィ
义
ッ
は
、
そ
れ
を
S

#
 

論」

.，第

.

C

篇
作
戰
畫
.の
中
に
§

ハ
.

一

丨

盟

八

頁x

歷
I
を
ご
ぐ
大
雜
把
に
概
觀
す
る」

と
し
て
、
こ
れ
を
1

て
ゐ
るo

彼
は
い
ふ
。

•
/.
.

.
 

“ 

•
. 

:

<

■
.

' 

.

.

.

,
•

.「
半
開
明
的
な
り
し
縫
驚
族
、古
代
の
諸
共
和
國
•中
世
紀
の
封
建
望
お
ょ
び
商
着
府
.
十
八
世
紀
の
諸
國
王
、
着

に

十

九
. 

世
紀
I

I

お
ょ
び
諸
國
民
ば
、
何
れ
、

，獨
特Q

仕
方
s

f

行
？

ゐ
る
。

S

手
段
や
そ
れ
ぞ
れ
に
っ
い
真
る
の
？

あ
，る」

と
？
9

卷
'四K

一
 

頁)

.

' 

•

•ニ

バ

ン

-

:
 

,

’
 

•
‘
 

,

/

,

•
、

• 

A
鞭
靼
人
の
伽
爭
形
態
o

' 

ソ

,

-

詧

人

ぱ

、
民
族
と
し
て
•
新
‘住
地
を
求
め
て
移
動
じ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
全
民
族
：で
あ
り
；
全
家
族
を
包
含
し
て
ゐ
る
、
.從
っ
て
、 

•そ
の
數
は
■

で
f

'
い
か
奈
軍
隊
も
と
.れ
に
及
ぶ
も
の
は
な
い
.。
t
等
の
目
標
-的
、
離
の
打
倒
ま
た
は
騵
遂
に
i

。
も
し
.
-
* 

彼
等
が
高
度
文
化
を
持
っ
-て
つ
た
な
ら
ば
、
.そ
の
象
に
橫
啤
る
あ
ら
ゆ
‘石
も
.の
t
倒

滅

し

て

し

ま

、っ

た

で

あ

ら

ぅ

o 

Bf
古
代
諸
北
ハ
-和

國

の

齔

举

形

態
。

.
，

，.

て

‘

.

/

.

.

パ

，

い

：

...

•

古

代

共

和

國

は

、
.
そ

S

1

;面

積

が

狹

小

で
.
f

、
，
そ

Q

軍

隊

の

兵

晏§

て

は

、
，な

ぼ

小

さ

，
い
。

そ

れ

は

人

民

Q

多
數
を
占
め 

る
賤
I

、、，除
外
さ
れ
，て
ゐ
た
と
と
で
あ
る
。
共
和
國
の
數
も
多
數
で
、
相
產
均
衡
が
保
た
れ
て』

て
大
仕
掛
の
攻
擊
や
侵
略
に
對

し
て
、
集
團
保
證
を
な
し
得
た
か
ら
で
あ
る
。「

そ
ど
で
彼
等
の
戰
贫
は
平
坦
な
る
國
土
の
却
掠
と
土
三
の
.都
市
の
桌
と
I

M

.て

.，
'

.

.ゐ
た
U0
: 

J 

* 

•

•-
.

-

 

■
.

.

こ
■の
例
外
を
散
す
も
の
に
ニ
っ
■あ
る
。
口 

？
’マ
帝
«
の
軍
事
行
動
と
ア
.レ
ク
サ
ン
ド
ル
.大

帝

の

そ

れ

で

あ

る

。

マ
は
、
’後
代
に
い
た
.つ
て
、
そ
の
例
外
1
な
し
て
ゐ
る
。、始
め
は
寡
少
の
軍
隊
を
も
つ
て
.
除
々
に
■大
を
な
し
て
ゐ
る
が
、
；
ご

,

れ
は
同
盟
に
よ
る
こ
と
が
多
い
。
か
く
て
ィ
タ—

益
部
に
勢
ヵ
を
擴
犬
し
た
後
:̂
'
、

實
際
S

略
戰t
を
開
始
し
た
。
そ
の
廣
大
. 

I

域
に
お
け
力
を
養
ふ
に

$
 

•
國
內
2

•で

足

り

气

奋

和

國

を

温

せ

し

め

.た

.
S

t
。

…

.：r. 
J
, 

チ
レ
>
_サ
、/
ド
ル
大
帝
の
_

も

辜

響

で

1

.

0彼
の
典
數
は
小
で
.あ
、？
た
が
、
そ
の
質
に
お
い
て
簽
て
ゐ
た
。
そ
し
て
.

〉

彼
、 

は
プ
ジ
ア
窗
の
.腐
朽
せ
、甚
物
を
打
倒
し
て
行
つ
、た
。
'遂
に
ィ
ゾ
广
に
，達
レ
た
ほ
ど
の
廣
大
な
戰
爭
を
遂
行
し
た
。
T
レ
ク
サ
ン
ド 

ル
に
お
ハ
て
：

M

そ
.、
君
主
繁
卓
越
し
た
軍
の
編
成
者
で
.あ
り
、
•指
響
で
あ
る
こ
と
を
發
見
す
る
。
か
か
る
性
格
に
お
い
て
の
み 

疾
風
迅
雷
的
戰
爭
を
な
し
、得
た
の
し
で
念
る
。

'

'̂

へ
脸

.
，封
建
君
主
は
、
.い
づ
れ
も
封
建
的
軍
隊
を
も
つ
て
？

を
遂
行
し
た
。
封
建
的
軍
隊
は
.、
I

關
係
に
よ
つ
て
編
成
さ
れ
て
ゐ
た
。

こ
の
醫
關
係
は
、
半
ば
法
律
上
の
義
務
に
よ
つ
て
結
ば
れ
て
を
X

-
半
ば
自
發
的
な
洞
盟
關
漱
に
よ
‘つ
.て
結
ば
れ
て
ゐ
た
が
、
_全
體
：

,
と
し
て

見

れ

ば

、
，
、

ム

.の
'職
合

關

係

で
-あ
.つ
た
。

武

器

と

戰

術

と

は、
’腕
力

と

個

人

的

格

國

と

を
_

と

し

て

ゐ

な

か

ら

集

團

が

運

動 

は

適

し

てI

い
。

ま

た
f

ぞ

れ

自

體

も
八

そ

のE

的

は

大

抵

馨

の

範

I

出

ず

、敵
备

倒

す

る

こ

と

で

は

な

い

。
即
ち
敵 

の
家

蓄

群

I

取

し

、
：
.
そ

s

f
燒
き
拂
へ
‘
ば
、

S

歸

國

す

る

震

の

短

f

お

い

て

行

は

れ

た

の
I

つ

た
。

_ 

' 

«

，

大
商
業
都
府
お
上
び
小
共
和
國
の
戰
爭
形
態
。̂.
/■
•

’

>

•
 

'
 

I 

.

.

こ

れ

ら

は

、

，い
.つ
れ
も
傭
兵
を
用
ゐ
て
ゐ
た
。
そ
れ
に
は
莫
犬
な
費
用
を
要

し

.
、從
つ
て
兵
，員
は
著
し
く
制
限
さ
れ
、て
ゐ
た
ま
た 

そ
の
實
力
は
|

'

|》

弱
で
あ
つ
た
。
か
く
Q

f
き
軍
隊
行
動
は
、勢ひ

八
1

的
な
I

I

得
な
い
。
|

は
懸
引 

.
で
紙
決
さ
、れ
る
こ
と
と
な
り
、
-戰
爭
自
體
の
持
づ
て
ゐ
る
實
カ
办
龄
限
の
發
展
の
本
質
は
，失
甘
れ
て
し
ま
つ
て
ゐ
る
。

、/

 
.

•

E
統
.
一
的
領
土
國
家
の
戰
學
形
態
\
, 

, 

'

 

\

‘
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究
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ニ
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丨.

.

,

轔
哏
本
锊
銳
の
1
硏
究
>

. 

ゴ

四

• 

( 
ニ
ー 
八
八)

.
卦
肄
$
度
の
&

0
上
に
建
設
さ
れ
た
.
l

i緊
密
な
結
合
が
統
.一
的
領
土
國
免
で
f

 

.
♦
.

そ
の
軍
隊
は
身
分
上
の
报
J

ミ

ら

物

,

質
卜
•の
關
係
に
變
じ
ぃ
次
い
で
鑫
的
關
係
が
漸
次
，に
大
多
数
の
關
係
を
支
配
す
る
H

り
，
封
肆
的
軍
隊
は
铪
金
を
耠
與
，さ
れ

，
る

軍
顧
i

パ
る
に
至
つ
た
。
傭
兵
制

，
I

、

か
か
る
變
化
へ
の
過
渡
を
形
成
ず
f

の

で

き

O

I
の

契

約

で

雇

f

れ

套

士

は

、

.

常
設
的
な
傭
兵
に
變
S

國
家
の
兵
力
は
麗
の
'負
靖
|

つ
て
設
、け
ら
れ
た
軍
隊
に
よ
つ
て
維
持
さ
れ
る
と
と
と
な
つ
ち
こ

の

寺

.

代
に
お
い
て
は

m
u

a

ソ
ノ
は
多
く
の
パ
國
家
於
八
刀
裂
し
、て
ゐ
て
、
そ
の
あ
る
も
’

の
は
常
に
擾
剛
を
こ
と
と
し
て
ゐ
る
共
和
國
で
あ

り
，
あ
る
も
の
於
、
統
治
力
の
著
し
く
狹
I

不
確
實
な
小
君
主
國
で
あ
つ
、た
。
か
か
論
家
に
お
い
て
、
暴
が
そ
の
本
来
の
f

 

: 

-を
發
揮
^
得
名
政
治
を
持
つ
と
と
は
出
先
^-
い
。 

. 

-/
V
-

.

第
.十
I

紀Q.

末
葉
‘

ち
ル
ィ
十
四
世
の
時
代
は
、
わ
れ
わ
れ
が
第
十
八
世
紀
に
お
い
て
見
出
す
ご
と
き
f

軍
の

發
I
し
.I 

代
で
I

。
.と
^
傷

軍

は

；
狀

丁

の

蠢

1
俸
給
制
度
と
墓
礎
と
し
て
ゐ
た
。
諸
國
家
は
、完
全
襄
ー
體
ど
し
て
氣
襄
U
れ
、

\

 

政
府
ば
、
そ
t

民
に
賦
f

物
S

V
代
へ
.る
の
に
、
貨
幣
に
よ
る
相
著
f

は
し
m

つ
て
、
そ
の
全
權
力
を
國
常 

し
：̂

、農
業
の
急
速
な
進
步
と
行
政
機
■
の
完
備
と
巧
こ
の
權
ヵ
を
し
て
.、
舊
時
代
の
そ
れ
に
比
し
て
素
晴
く
大
泰：

も

-<
0
だ
ら
し
め
た
。
當
時
の
_フ
ラ
ン
ス
は
約
こ
十
萬
の
常
備
軍
を
持
っ
て
ゐ
ち 

、

:

.

•
し
か
し
及
が
4

か
.か
る
壓
規
模
の
擴
^

政
咖
權
ヵ
；の
.
，增

大

化

，
に

も

拘

|

、歐
家
の
中
樞
を
國
靡
に
置
き
-
や
や
も
す
れ
*
、

そ
の
國
1
の
國
遍
と
君
主Q

金
庫
と
が
混
同
，せ
I

、
風
.習
，の
あ
つ
た
當
時
に
お
い
て
は
' 
諸
國
家
の
關
係
は
，
そ
の
多
ぐ
は
國
寶 

た

は

政

府

篇

實Q

み
關
係
し
、
國
民
s

§

と
は
、
關
係
が
な
念
た
。
從
つ
て
、
戰

電

，政
府
2

S

事
，

時 

は
そ
，の
.公
金
を
4

し
、
自
國
お
よ
び
隣
國Q

浮
浪
の
徒
を
驅
り
集
め
て
、AJ

れ
を
遂
行
友
の
で
あ
た
。」

そ
の
從
果
絶
府
齡
ゐ： 

る手段は一限邊れその

.

I

l

f察
I

れ
た
。
S

て
、
戰
爭
を
、
’ぞ
の
本
來
の
性
質
に
お
い
て
發
I

し
I

P
と
；
、

"出
来
な
か
っ
た
。
-

■
-

‘戰
荦
の
新
し
い
形
態
へ
の
先
齡
者
？

. 

’ 

- 
ノ
.

.

;

-
一- 

統 1

的
領
土
國
家
の
'
.戰

赏

、
.や
や
そ
の
議
が
增
方
す
る
と
同
時
.に
、
'單
に
政
府
の
み
の
仕
事
と
化
す
る
こ
、と
に
よ
つ
て
、
發
展 

&

こ
と
が
尨
か
っ
た
が
、
こ
の
.時
代
に
お
い
.て <

 

戰
爭
'
.の
新
、し
い
形
態
へ
の
先
驅
者
を
發
越
す
る
こ
と
が
出
来
：る
。

' 

:

 

そ
ル
は
、
ス
ゥ.H 

デンのグスタフルフ

•
フ
ラ
ン
X-
の
シ
ヤ
ル
ル
士
一
世
，
ブ
ロ
イ
セ
ン
の
フ
タ
:-
1
ト
リ
ッ
ヒ
大
主
で
あ 

1

•ク
ラ
ゥ
ゼ
久
ィ
ッ
ッ
は
、
こ
れ
ら
の
諸
■王

を

、、

「

三

人

の

蠶

代

の
.ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル」

と
呼
ん
で
ゐ
る
。
波
等
は
い
贫
も
、
兵

；
 

が
は
寡
弱
で
ぎ
が
、
素
質
に
お
い
て
-優
秀
方
軍
傲
を
指
禪
し
、
'そ
の
'支
配
す
る
小
國
を
變
じ
て
、
大
君
主
國
を
讓
し
た
も
の
で
泰 

丫 

1

馨

は

、
戰
爭
に
よ
っ
，て
、
大
膽
馨
業
を
.成
就
し
よ
ぅ
と
.計
畫
し
衣
限
り
に
お
い
て
、
ナ
ポ
ジ
オ
ン
•
.ボ
ナ
ハ
’ル
ト
の
先
驅
者 

こ
い
ふ
べ
き
で
t

。
し
か
し
な
が
ら
、
馨
は
ノ
、
中

等

震Q

成
功
.で
滿
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
當
時 

a

ッ
.。ハ
の
政
治
的
均
飼
に
よ
っ
.て
ゐ
た
。
そ
れ
に
制
限
せ
ら
れ
て
' 
彼
等
’-ゅ
驚
議
地
の
货
動
を
試
み
る
こ
と
於
出
朱
な
か
っ
た

七
戰
爭
の
近
代
的
形
態

5

フ
ユ
フ
シ
.ス
.
.革
命
並
'に
'ナ
'ポ
.
.レ
オ
- ^
-

.
ポ
.ナ
パ
.
.ル
.
^
.の
.
.戰
^

形

藤
：
.

：
：

..
 

.

戰
華
の
形
態
は
.
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
っ
て」

變
し
た
o
フ
ラ
め
‘ス
革
命
は
、
•フ
ラ
ン
ス
の
絕
對
的
君
主
制
を
廢
し
て
、
立
憲
共
和 

f

生
ん
だ
。
こ
4

は
、，•政
治
は
全
人
民
の
政
治
と
謇
さ
れ
、
觀
念
さ
れ
た
。
こ
の
こ
•と
は
.、
フ
ラ
ジ
ス
賢
の
間
に
、
'蕾
し
い 

國
家
意
f

高
揚
せ
し
め
た
の
，で
ぁ
る
。
し
か
る
に
、
ョ
丨
ロ
，
。ハ
の
封
建
的
ま
た
I

對

的

讓

は

、
か
か
.る
政
治
の
嚮
I

ば 

す
、
そQ

打
倒
を
目
的
と
し
て
、
戰
爭
を
宣
し
た
。
し
か
る
に
、

一
七
九
筆
に
お
，い
て
、
ョ
i

ッ
バ
S

勢
力
の
夢
想
だ
に
し
な 

か
っ
た
大
兵
力
が
I

し
た
。「

戰
I

突
I

し
て
、
' §

民
.f

、
し
定
何
れ
I

ら公民任じて

I

所
の
三
千
萬

攀
本
質
論
のi

矶
究 

<
\ 

,
九

五

(

一
二
八
九)



’ 

.

•

I
l
l
.

身
 

i

s)

,

の
民
衆
の
事
業
と
な
つ
た
o

;
.か
く
のU

と
く
民
衆
が
戰
爭
に
參
加
す
'る
と
.々
と
な
つ
.た
結
果
ぃ
.内
閣
■や

軍

隊

，で

は

な

く

、

蜜

に

金

. 

民
衆
が
.天
部
の
皿
■の
士
に
、
•ド
ッ
ト
と
座
り
込
む
こ
と
I

.
つ
一
た
‘の
で
I

い
ま
や
ノ
用
•ゐ
ら
れ
る
手
段
、
捧
げ
ら
れ
得
る
努
力
に 

は

i
何
な
る
限
见
1

:^
く
戰
ぎ
そ「

れ
自P

を
遂
行
せ
ん
が
だ
め
.に
、
靡
揮
し
得
ら
れ
る
剛
力
に
對
し
て
は
、
如
‘可
な
る
力
も
、
と
. 

れ
I

抗
す
る
こ
と
を
得
ず
、
こ
，、
に
，̂

て
、
敵
に
と
つ
て
、
そ
の
危
I

.
に
無
際
限
の
も
の
と
な
、つ
た
。」

し
か
し
な
f

、
か
か
.
. 

.

■

る
戰
爭
の
，性
質
は
,革

命

：の

諸

將

肺

に

よ

つ

て

.、
自
f

 

f

る
と
こ
ー
ろ
で
は
な
く

- 

•
ま
た
鍪
に
よ
つ
て
も
、
里
し
十
分
に
實
行 

せ
ら
れ
た
と
、̂
ろ
で
は
な
い
9

\

, 

,、
 

： 

'
、
 

V

f 
.
.
.
.
.
.
ふ
.
.
•

.

.

 

V' 

V

 
.

.

.

■

-

 

r- 

-
 

-
 

,

.

と
れ
を
完
成
し
た
も
の
ば
、
>

ポ
レ
オ
ン
•
ボ
ナ
バ
ル
ト
で
t

。
ナ
ポ
レ
、オ
シ
は
、
'全
民
衆Q:

上
に
、‘そ
の
讓
的
^
力
を
立
脚
せ 

し
め
^

そ
^
は

に

確

實

な

信

賴

し

#
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
行
く
と
こ
ろ
、
金
ョ
丨
.ロ
ッ
。ハ
を
席
捲
し
*舊
式
の
軍
隊
が
、

.

こ
爪
に
對
杭
し
た
限
り
に 

>
 い
て
'
避
負
は
決
定
摩
あ
つ
た
。
と
'れ
が
.ナ
ポ
レ
'オ
ン
I

焉
成
功
の
霧
で
あ
つ
た
。
し
か
し
，な 

.力
ら
•
そ

の

相

手

，
の

國

家

に

お

い

て

も

、

順

次

そ

の

.軍
^
組

織

を

國

民

的

基

礎

の

•上

に

確

立

せ

ざ

る

を

得

な

か

つ

た。

.

「

力

く

て

戰

,

は

 

'ボ
ナ
パ
ル
ト
の
出
現
を
機
と
し
て
、
先
づ
フ
、ラ
ンK

•側
に
お
い
て
、'
次
い
で
列
國
側
に
お
い
て
W

び
全

麗 

.
■^
*

-:
:
#
4:&
ス
て
上
に
/

-
て
金
然
そ
の
泡
質
を
ー
變
す
る
と
と
と
な
つ
た
o
.と
X

よ
り
は
寧
ろ
、
そ
の
本
来
の
性
質
、
そ
の 

e 

.
.m
對

減

に

^
ル

く

被

近

し

た

と

，
い

ひ

得

よ

ぅ

c

用
ゐ
ら
れ
る
.手
‘段
‘に
も
、
.
’も
は
や
如
何
な
る
制
限
も
.
い̂
、
.そ
ん
な
も
の
ば
政
.

.府
お
よ
.舊

臂

侧

力

と

熱

狂

.と
の
中
に
消
、ぇ

委
y

し
‘ま
つ
為
戰
爭
遂
行
の
剛
力
は
手
段
S

大
.

1

1と
收
め
得
ら
るV

•き
I

I

I

氧

曼

心

•疆

t

I

f

つ

、

素I

し

く 

1

2

肇

I

作

は

專

'

.

I

Q

m

f
卜
目

8

と

す
t

i

t
、

1

5

1
が
開
始
さ
れ
2

走

、
敵
|

含

起

つ

能

はf

に
到
つ
た
と
I

 

方
け
れ
^
^
*戰

，爭
の
、
中

止

と

か

、

媾

和

談

判

な

ど

と

い

ん

こ

^
は
問
題
と
な
ち
な
か
つ』

て
。 

•

,

，.务n c  一！̂

,如
く
の
.
.ご
.と
く
し
.て
、
戰

爭

の

本

領

は

、
あ

ち

ゆ

る

因

習

的

な

麻

絆

、か
V

解

放

さ

れ

てV

そ
の
本
來
の
威
力
.の
あ

る

限

り

を

發

揮

：.

•

,す
る
に
至
っ
た
の
1?
'
あ
る
。
そ
の
原
因
を
尋
ね
れ
ば
.
"
畢
竟
す
る
に
民
衆
自
身
が
こ
の
太
國
家
的
事
業
に
參
加
す
る
に
至
っ
た
が
た 

'

め
に
外
な
ら
ず
、
而
し
そ
、
そ
の
參

加

た
る
や
、

I

方
忆
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
革

命
が

諸
國
の
内
部
に
惹
起
せ

し
ぶ
た
諸

事

情
に 

V

,'由
來
す
る
^
、

他
方
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
國
民
の
た
め
に
、
諸

£國
_民
が
そ
の
存
亡
そ
脅
さ
れ
る
に
到
つ
た
と
，と
に
由
來
し
て
ゐ 

■

る
o^s
汗

卷

四

七

五

.
フ
.ラ
ン
ス
の
革
命
お
よ
び
ナ
ポ
レ
オ
.
ン
•
ボ

ナ

パ

ル

ト

に

よ

つ

て

、
齎

ら

さ

れ

允

戰

爭

上

の

變

革

は

、
偉
大
な
る
も
の
が
あ
る
0
、
そ

れ

.

、

.

.

.

.

-

.

-

.

.

.

... 

' 
,

-
.
-
-
-
-
-
-
-

■ 

-

 '

■■
.

.

■.
-

 

•

 

r
 

.
 

, 

•

M

 

v:
v.
'

v

'

:

:

:

、

「

.

.
v

.

「

フ
ラ
ン
ス
.革
命
が
•外
部
に
對
し
て
及
ぼ
し
た
ど
え
ら
い
影
響
.は
、

明
か
に
フ
ラ
ン
ス
の
用
兵
上
に
お
け
る
新
手
段
お
よ
び
新
見
解

’
へ
 

一
：.

'
0'
#:
_

求

め
?>
:
名
 

<
 
き

せ_

な：く，寧
全
に
：

—

變
'し
霞
3

政
治
#

よ
'戏
裏
坡
術
、
政
府
の
.特
質
>
:
:國
民
へ
の
狀
態
等
そ

0

_

凇：

一

求
め

ら
る

べ
き

で
あ

る
。
他

の

諸

政

府

が

こ

，れ
ら
の
翦
物
を
正
し
く 
S

1
せ
ず
、
惯
I H
の
手
段
を
も
っ
て
、
そ

め
勢

ひ

破

竹
.の
#

^

.

く

、
き

新

兵

力

に
對

抗
せ

ん
と

し
た

こ
と
—

こ
れ
ら

は

何

れ

も

、
政

治
の
^ '
失

で
あ
る
。
し(

下

卷

五一

〇

一

五

一
i

頁

)

•:

ぃ

か
 

<
 吃i

.

と
^ .
.
;:
'
.
'
.
政
歡
の
_

遷
.は
.
：.戰
爭
の
：齡

態
?:
:

«
化
^

 

_

:性 

政
治
が
大
規
模
で
そ
の
威
力
が
大
で
あ
れ
ば
、
戰
爭
も
ま
た
さ
ぅ
で
あ
る
。
そ
の
程
度
に
は
際
限

:
■
•:

が
な
く
、
か
ん
て
遂
に
戰
爭
が
、
.そ
の
t
絕
對
的
の
姿
に
達
す
る
こ
と
が
可
能
で
'あ
る
。.し(

下

卷

五

〇

三

頁

3 

•

,
:ベ

.:
H

へ
；
戰

爭

濟

紙

對

？
.形
態
。

:

v
'.
.
. 

'
.
一'
.

•
ナ
ボ
レ
オ
ン
の
.戰
淨
に
現
ば
れ
た
や
ぅ
、な「

何

も

设

を

も

粉

碎

し

て

11
1
.ま
な

い

、
.
新
な

る

絕

對

的

戰

攀

の

傭

念」

が
、
こ
、

に
^

い
て
*

-

獲
^

し
得
ら
れ
る
O
CT .
卷
四
五

七
丨
四
五
八k

)

こ
の
概
念
は
、
實

に

一
八
- 0

五

年
.

一
八
0

六
牟
\

ー
 

八
〇

九

年

に

お

け

る

戰

爭

と

そ

彳

• 

, 

- 

. 

'} 

- 

- 

. 

. 

. 

'
• 

, 

- 

- 

’ 

.

.

• ,
,

热
爭
本

S

のI

■紙

究

,

 

 ̂

九
七

'

-

(

ニ1
<

1
)



' 

•
後 

1

1

3

 
く 

. 

‘ 

. 

/

 

交
 

C

J

I

5
 

，■

迄

.け
る
諸
戰
华
に
よ
つV

獲
得V

ら
れ
含
で
ぁ
る
。
览
對
戰
爭
に
お
い
て
は
、
i

,
の
勝
利
の
，み
が
考
へ
ら
れ
'る
。

「

戰
寧
の
絕
對
的
な
姿
-に
お
い
て
は
、r

切
が
必
然
的
な
_理
由
'に
よ
っp

成
，立
し
、

5

の
事
象
が
ハ
相
關
聯
し
て
間
斷
な
く
獲 

し
て
ゐ
j

そA；

に

は
實
體Q

な

い

，ど
つ
ち
つ
か
ず
の
空
隙
と
い
つ
た
樣
な
も.

Q

は
な
，い
。
か

くy

そ

の

中

に

は

、

多
種
多
様 

'
の
相
(5
:
作
用
.に
|

、
相
繼 

> で
起
る
戰
鬪Q

全
系
^
:
は
.，

,1

個
の
體
系
を
.な
し
H

臭

そ

^

,

れ

の
勝
思

は

極

謹

が
 

,
,ぁ

つ

て
そ
れ
を

超
ゆ

る

時
は
損
害
と
敗
北
と
を
招

く

の
み
で
ぁ
り
、

こ
れ
ら
の

自
然
的
な
諸
事
情

は

、

唯

.j

固

の

結

吳
、

IP

1#

I

個
の
終
局
的
結
果
に
お
い
て
の
み
結
實
す
る
の
で
ぁ
る
。A

J

の
結
果
に
到
達
す
る
ま
で
は
、
勝
利
：を
つ
：：い
て
の
如

何

な

る

決

定』

 

與

，へ

ら

れ

允

と

は

い

へ

な

い

。

即

ち

.そ
こ
に
は
、”
損
も
得
も
な
い
の
で
ぁ
る
。
か
か
る
場
合
に
は
、
，不
斷
に
■次
の
^:
言

を

想

起

し

な 

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。HI
く
榮
冠
は
着
の
勝
利
者
に
與
へ
ら
る
べ
し
と
。

か
く
て
こ
の

見
地
よ
り
み

る

と

き

は

、

戰
f

一
 

の
不
可
分 

的

な

全

髖

で

、
ぁ

り

、

.そ
の
各
肢
卿(

個
々
の
結
果)

は
、

‘た

々

そ

の

全
體

と
關
聯
し
て
の
■み

、

價
値
を
有
す
る0

」
(

下

因

五

.三
；
‘ 

頁) 

‘

.■
: • 

か
べ
の
ご
と
き

戰
爭
の
本
來
、の
性
質
を
具
現
す
f

の
が
、
ナ
ポ
レ
オ
.ン
時
代
の
戰
爭
.で

ぁ

る

が

、
；
、
か

か

る

戰

爭

の
絕
對
的
形
邀

が

；
 

そ
れ
以
後
の
戰
爭
形
態
で
ぁ
る
か
否
かH

つ
い
て
は
、

ラ
ケ
ゼ
ウ
ィ
ッ
ツ
は
、
，速
急
の
斷
憲
下
し

て
ゐ
な
ハ
。

し
か
し
な
が
ら
，

' 

彼
は
ノ
戰
爭
の
歷
史
的
發
展
の
最
高
段
階
と
し
て
の

絕
對
戰
爭
の
可

能

性

を

否
定
す
る
も
の
で

は
な
く
、
寧

ろ

そ

の

必

然

性

を

認
«>
'

に
：

-
\
'ゐ
る
.か
の
，ご
-

AJ

く
で
あ
る
。

- 

.

ク

ラ

ウ

ゼ

ウ

ィ

ッ

ツ

は

パ

ふ
。

' 

'

.

.

.
;
-

-
.
.
.

 

.

.
?
f

 

> 

. 

- 
-

 

.

.

.

.

「

か
か
る
狀
勢
が
永
久
的
な
も
の
で
ぁ
る
か
、
ョ
丨
„
，
パ
に
お
け
る
將
來
の
戰
爭
は
、
す
べ
て
國

家

の

全

力

を

擧

げ

て

行
は

れ

る

か

、

.

從

,:
^
>て

，谓

と

直

接

の

關

保

彦

大

利

雪

念 

.ぁ

.る
い
は
又
漸
次
に
再
び
政
梓
と
民
衆
と.Q-

.

.
V 

.

.

.

.

.

. 

. …

• 

*
. 

' 

- 

•
!
* 

- 

' . 

:
r
-
-
i-
‘
. 

.

.

.
V

'、
：
 

• 

• 

•
• 

、
•»
■•
 . 

, 

i 

•.
.. 

.
V
.

疎
嗝
狀
fte
y

m現
す
右
で
あ
らm

か
に
.
.つ
い
.て
は
、
こ
れ
を
斷
言
す
る
と
と
は

困
難
で
あ
ら
う
。
わ
れ
わ
れ
も

，
ま
た

か
か

る

斷
言 

を
下
さ
う
な
ど

と

い
.ふ
大
そ
れ
た
考
へ
を
抱
い
.て
ゐ
る
者
で
は
な
.い
。
し
か
し
今
吾
人
が
次
の
ご
と
く
主
張
す
る
な
ら
ば
"
そ
れ
は； 

芷
當
な
主
張
と
'し
'て
"

*
肯
さ
れ
る
で
；

54,

ら
ケ
。
と
い
ふ
の
は
外
.で
も
な
い
"1.賴

戰
淨
の
本
性
の
發
揮
が
礙
來
さ
れ
セ
ゐ
た
め
ゆ
、
 

釜
べ
か
か
る
概
朿
な
き
場
合
の
威
カ
が
覺
ら
れ
な
か
つ
た
と
.い
ふ
事
に
原
因
じ
'て
^
る
0
そ
れ
ゆ
え
に
ー
度
か
か
る
制
限
が
切
斷
::
5 

れ
k
以
上
は
、
ガ
び
こ
れ
を
作
り
出
す
と
い
ふ
ご
と
は
、‘
容

易
の
，
こ

と

で
.^
な
v>
o
-少
く
と
も
戰
爭
が
重
.大
な
る
利
害
問
題
に
由
來 

し
て
ゐ
る
限
り
、
相
芄
の
敵
對
は
、
必
ず
輓
近
の
褒
学
に
お
.い
で
亂
ら
ル
た
ご
.と
き
激
烈
な
る
爆
發
を
み
る
こ
，と
で
あ
ら
う
~
^
と 

い
.ふ
に
あ
る
,(

下
卷
四
七
六
|
西
七
七
身)

,

.

:

- 

-

•

、
.

ク
，ラ
ウ
ゼ
ウ
ィ
ヽ
ッ
ツ
は
、
そ
の「

韻
爭
論
い
つ
も
、
現
實
の
歷
史
的
材
料
を
も
■つ
て
塡
め
て
ゐ
る
。
彼
の
注
張
：ゆ
"
'さ
ラ
い
ふ
具
體
' 

的
な
栽
礎
の
上
に
構
築
さ
れ
，て
ゐ
る
。
そ
の
哲
學
的
莪
礎
に
お
い
て
"

へ
ー
ゲ
ル
の
深
菡
な
影
響
を
受
け
‘な
が
ら
、
彼
は
へ
ー
ゲ
ル
商 

流
の
觀
念
論
的
杣
象
論
に
捕
^
れ
て
ゐ
な>

。

そ
こ
に
、
ク
ラ
ウ
ゼ
々
ィ
ッ
欠
め
戰
爭
理
論
家
と
し
て
の
偉
大
さ
が
あ
る
。
し
か
し
な
­

が
ら
、
 

ク
ラ
ウ
ゼ

ウ
ィ
ッ
ツ
將
冢
.と
い
へ
ど
も
、
そ
め
现
實
を
乘
り
越
へ
て
、
そ
の
趣
論
を
建
設
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
つ
た
。
そ
れ 

は
、
現
實
的
な
戰
恪
谕
に
戰
術
の
硏
究
者
と
し
て
|
然
の
>
.と
で
あ
つ
て
、
そ
の
ゆ
え
に
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
ィ
ッ
ツ
の
理
論
の
價
値
を
'» 

殺
し
ょ
う
と
す
る
，と
と
は
、
鱉
を
得
て
ゐ
な
い
。
彼
の
價
値
.は
、
戰
爭
の
本
質
‘を
' 
そ
の
政
餘
上
の
關
聯
に
お
い
：̂
、
：»
统
^

敉
る
。
こ
の
'點
に
お
け
る
彼
の
歡
的
貢
献
は
、
戰
爭
理
論
史
上
、
'不
朽
t
も
の
で
あ
ら
う
.
。

- 

,

.

た
^
，
彼
は
な
ほ
將
來
I
豫
見
す
.る
こ
と
は
出
來
な
か
つ
た
。
こ
の
點
に
お
い
て
、彼
の
批
判
者
が
現
は
れ
る
こ
と
は
、
寧
ろ
當
然
の 

こ
と
に
屬
す
る
。
殊
に
戰
荦
の
亂
模
と
そ
の
國
民
と
，の
關
係
が
、
著
し
*<
增
大
し
て
：
る
現
代
に
お
い
て
、
彼
の
批
判
者
が
出
な
い
と 

す
れ
ば
、
そ
れ
は
寧
ろ
不
思
議
で
あ
る
。
と
の
不
可
思
議
は
、
實
現
さ
れ
て
'ゐ
'な
い
。'
わ
れ
'わ
れ
は
、
，ド
メ
ツ
の
第
ー
次
ョ
ー
ロ
ッ
パ 

■.攀本質働硏究

‘ 

/

 

- 

/
•
. 
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戰
讲
本
質
諭
.の一

硏
究
' 

:

1

O

Q 

'
、
二
.
'
月 V

:
'

戰
爭
の
參
I

長
吖
デ
ン
，X

I

お
い
て
、
f

靡
な
批
判
者
を
見
出
し
，て
ゐ
る
o

_
へ
：
 

.

八
.；
ル
ー
デ
ン
ド
几
フ
の
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
イ
，
ツ
批
剿 

,1.

丸
ニ W.

部
の
i

ン
ヒ，

エ、ン
の
lfe
に
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ア
と
行
v®
/
を

共

に

•
し

た

ル

i

ア
ン
.
ド

ル

、
フ
，
は

、

I

九
1ニ
五
.年
に「

全
體
戰
爭
論
じ 

(
わ
；

1
0
1
3
1
0 

1
0
1

(8
-)

を
著
述
し
て
、
，ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
イ
ッ
ツ
を
批
判
も
た
0
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
は
.自
ら「

戰
爭
は
現
實
で
あ
り
、

一
民 

族

，
の

生

诉

の

け

る

最

も

眞

面
！！！！

な

現
®.
で
あ
る」

と
し
、
從
つ
て
、，
彼
自
身「

寸
べ
て
の
理
論
-の
敵
し
だ
.と
宣
言
し
、
す
べ
て
を
自
己
の 

.體
驗
に
.ょ
0
て

判

斷

す

る

：
と
.
い

つ
て

.ゐ
る
。
か
く
の
ご
と
き
見
地
に
立
つ
て
、
ル
1
デ
_ン
：ド
ル
フ
は
、
：そ
の
li
t

#
大

戰

の

，經

驗

か

ら

全 

.體
戰
爭
論
^
主
張
せ
ん
と
す
•る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
ク
ラ
ウ
‘ゼ
ウ
イ
ッ
ツ
を
批
判
す
'る
。
即
ち
-
ク
ラ
.ウ
ゼ
ウ
.イ
ッ
ツ
於
、
生
張
ノ JJ. 

戰
爭
の
目
的
. ^
敵
の
戰
鬪
カ
の
_
滅
に
あ
^
と
し
た
こ
と
设
、戰
爭
遂
行
の
不
磨
の
鐵
則
で
あ
る
が
、
こ
め
鐵
則
以
外
の
ク

ラ
ウ
ゼ
ウ
イ 

ッ
ツ
の
理
論
，は
、旣
に
過
去
の
業
續
に
屬
し
、
彼
の
理
論
に
執
着
す
る
I

は
、
令
理
論
的
紛
糾
を
增
浙
す
る
の
.み
で
I

。
故
に
、 

す
べ
て
の
クiK

ウ
ゼ
ウ
イ
ッ
ツ
の
理
‘論
は
、

一
顧
を
與
~
る
價
値
の
尨
い
^
の
だ
と
斷
定
し
，た
o
.
:

と
れ
ら
の
ク
ラ
.ウ
ゼ
ウ
イ
ッ
ツ
、批
判
に
對
し
.で
は
-
ク
ラ
ウ
ゼ
•ウ
イ
.ッ
ツ
に
同
情
す
べ
き
點
が
倉b

彼
於
*
對
象
と
し
た
と
ゾ
ろ 

は

、

フ

リ

ー

ド

リ

ッ

ヒ

大

王

と

.ナ
ポ
レ
オ
ジ
時
代
の
戰
爭
で
あ
^
、
そ
の
時
代
の
戰
爭
が
、.
現
代
の
そ
れ
と
、そ
の
.意
義
に
^:
;
い
て
も
、
 

そ
の
'
,規
模
に
お
.い
て
も
異
令
こ
と
は
姻
か
で
あ
る
0
こ
の
こ
と
は
、
ク
•ク
ウ
ゼ
ウ
イ
.ッ
ツ
自
身
が「

社
會
的
狀
態
及
び
ぞ
の
諸
事
贵
こ 

そ
、
馨

.の
眞
の
地
盤
で
あ
つ
て
、
戰
爭
,

と
れ
に
ょ
つ
て
條
件
づ
け
ら
れ
、
，制
限
せ
ら
れ
、
«
和
さ
れ
る
。
け
れ
ど
.；•も

こ

れ

ら

.の 

事

柄

は

、

戰

爭

そ

q

も

の

の

屬

性

，で

は

な

く

て

、

戰

爭

そ

の

も

の

に

，
と

つ

て

は

、
.
そ

れ

は

一

の

與

へ

ら

れ

た

事

實

t

,

jぎ
な
い」

と
.い
つ
て
ゐ
る
點
か
ら
明
か
で
，あ
づ
：て
、
彼
は
戦
爭
形
態
篇
斷
性
を
主
張
せ
ん
と
す
る
も
の
で
'は
な
い
0「

各
時
代
の
敏
事
に
は
夫
 々

獨
搞
■

課
董
制
限
す
る
獨
肩
の
條
枣
が
あ
り「

各
時
代
に
は
、
各
々
獨
自
の
戰
爭
講
が
あ
る
ベ
き
零
.蒙

」
AJ

春
主
張
一

.し
蒙
警
ビ
み
紙
に
ク
游
ゼ
が
ィ
：，
ッ
の
發
展
的
見
地
が
あ
り
、
社
會
現
象
と
し
.て
.の
戰
爭
を
理
解
し
ょ
ぅ
と
す
る
鋭
い
頭
腦
の
■'
.
.

.閃
ぎ
が
あ
杏
。

• 

•

.

 

■ 

■

•ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
.ィ
ッ
ツ
は
，
戰
维
.の
本
霞
を
政
ル
中
に
求
め
た
こ
と
は
、
旣
_に
.靜
論
じ
た
.0
こ
の
鼢
は
ク
ラ
ウ
ゼ
ケ
ィ
ッ
ツ
の
戰
爭
論
.の 

最
‘も
價
値
あ
.る
點
■で
あ
石
。
た
^
破
が
政
治
に
胚
胎
す
る
戰
爭
の
政
治
關
係
に
對
し
セ
、
メ
ス
を
一
層
深
ぐ
し
た
な
、ら
ば
、
よ
り
理
論
. 

的
で
あ
つ
.
'た
と
考
へ
ら
れ
る
。 

.
'

 

• 

.

し
か
る
に
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
ィ
.ッ
ツ
は
、
こ
の
.最
も
價
値
あ
る
點
に
お
い
て
、
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
の
批
判
を
受
け
た
の
で
あ
み
。
彼
は 

ぺ
本「

戦
#
と
政
^
と
は
民
電
の
M :
存
ぼ
役
立
^

.^
^
で
务
^'
へ
し
：加
し
&
が

ら

：
：戰̂

,故
紀
、
政
治
は
、
鞅
爭
遂
行
に
泰
仕
1
な
、け
れ
ば
な
ら
ぬ
0」

.

.

•

'

.

■

■;
く

 

. 

'ル
I
デ
ン
ド
ル
フ
は
、
第

.

一

次
世
界
戰
爭
と
.そ
れ
以
前
の
戰
爭
と
の
本
質
的
差
異
を
指
摘
す
る
。.
'
.
彼
ぬ
よ
れ
ば
、
'世

界

戰

爭

以

'前
の 

戰
爭
は
、
.ク
ラ
ウ
.ゼ
ウ
ィ
ッ
ツ
の
い
.ふ
戰
爭
の
n絕
對
的
態
様」

に
到
達
し
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
高
々
1政
治
戰
爭」

の
時
代
に
過 

•■，
ぬ
。
戰
歌
は
、
.軍
隊
の
仕
事
に
限
定
さ
れ
て
ゐ
.た
。
’し
か
.る
に
、「

世
界
戰
爭
は
•
過
去
百
五
十
年
來
•の
す
ベ
.
•て
の
戰
帘
に
比
し
て
、
 

•
全
く
異
れ
る
性
質
を
承
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
を
'遂
行
す
る
も
9
は
、
交
戰
國
.の
軍
備
兵
力
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く 

•爵
民
自
髖
が
、
戰
睜 

遂
行
の
役
目
に
置
か
れ
る
。■
而
し
て
•
戰
爭
は
、國
民
自
體
に
向
け
ら
れ
最
も
深
い
困
難
に
立
ち
至
る
.の
で
.あ
る
0」

こ

れ

故

に

ル

ー
デ 

ン
ド
ル
フ
は
、|1界

戰
爭
'お
ょ
び
今
後
の
戰
爭
を
1全
體
戰
爭
と
名
づ
け
る
。
世
界
戰
爭
後
忆
お
い
て
、
全
體
戰
#
は
*
飛
行
機
の
改 

.
善
及
伙
增
加
、.
.，す
べ
て
め
種
類
の
爆
佩
、
人
民
に
投
下
す
.
る
傳
單
及
び
^

の
他
の
ブ
’ロ X

力
ン
ダ
材
料
、
並
に
敵
側
に
宣
傅
す
る
ラ
チ

“

秦
1

_

:

改
善並

：；

に
%:
*;

务
<0
;

做
に
ぷ
ヴ
'̂
-

:
べ：涵
深
塌
”
 

，

萬

百

キ

.

.
口

 
メ
ー
十
ル
に
互
る
攻
攀
地
帶
で
_
つ
、
た
と
き
、
、

そ

の

國

の

入

々

.％

.戰
#
同
様
に
、最
丸
、の
困
苦
を
經
驗
し
た
の
で
あ
つ
た
。 

.載
發
本
霤
の一

研

究

' 

. 

■<

.

'

.

.

5

1

C
1
1
1

九
5

、



;

；
|

本

霞

.の I 
讲

究

• 

t

■

A 

' 

一
 

o】

一:
(

一
 

1

0
 

.今
日
.
S

い
'て
は
：
戰
場
は
、
：言
满
E

の
S

に
お
.

4

て
、
參
戰
國
民
の
-
1

圍
に
：涉
つ
て
I

I

つ
•
.て
、
全
體
戰
f

、
全
國 

民
の
i

者

さ

れ

、
そq

解
決
を
決
意
し
た
I

に
お
い
5

み
、
行
は
る
べ
きi

s
.

?

從
つ
で
全
體
戰
霞
、
氧
な
|

 

治
.の
繼
續
^
る
本
質
を
有
す
る
も
の
•で
は
な
い
。
ぞ
れ
は
國
民
生
存
の
問
題
だ
と
い
ふ
の
：で
あ
るo 

ん

丨

デ

ジ

，
ド

ル
’ス
は
、か
く
の
ご
と
き
戰
爭
の
本
質
的
變
革
は
-
必
然
的
に
政
治
の
變
革
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
。
こ
の
點
に
お 

.い
て
、
ク
n

o

ッ
ッ
と
I

對
Q

S

に

立

つ

.

.
て
I

。
ク
ラ

V

セ

ウ

ィ

ァ̂

^

•ふ
。

戰

爭

が

政

治

后

屬

す

る

と

す

れ

，
,

- 

そ

れ

は

當

然

政

治

の

特

質

に

よ

，
つ

て

、
•
特

徴

づ

け

ら

れ

る

。

政

治

が

大

規

模

で

そ

の

威

力

が

大

で

あ

れ

ば

、

戰

も

ま

た

f

な

る」 

と

。
.こ

；̂

對
しIて

、

ルi

K
ン

ド

ル

フ

は

「

戰
爭
の
，
：
本

質

が

^*
化

し

た

と

と

は

、

動

か

す

：
ベ

か

ら

ぎ

る

妻

で

あ

る

か

ら

、
政

治

の

任 

.
務

の

範

掘

名

大

さ

■れ
ね
ば
な
ら
ぬ
し
、
政
治
自
體
が
變
ら
ね
仏
な
ら
^

と
い
つ
て
ゐ
る
。
と
の
政
治
ぴ
擴
大
及
び
變
革
の
驚
を
、

'

■

■

■
^

■

■

漏

1

僅

1 ;
讓

,

_

_

,霍

_

_

^

|1
.
,
暮

懸

急

.

.

で

t

卜

來

る

べ

i

體

戰

爭

£

い

V
、

-

全

國

民

S

大

の

母

能

奮

附

與

す

べ

き

.

政

治

で

あ

る

。

、

,

■「

戰
爭
ゆ
、坐
活
維
持
.衮

め

•に
す
る
國
民
の
最
高
の
緊
張
で
あ
る
加
ら
、
從
つ
て
、
，金
體
政
治
は
、
旣
に
平
和
時
に
，

て
、戰
中 

に
お
け
•る
國
浪
の
こ5

生
存
環
の
準
備
-

I
さ
.ね
ば
な
ら
ぬ
0
.戰
爭
の
收
能
に
遲
れ
を
と
り
' 
敵
の
計
變
よ
つ
て
.
完
全
に
故
'
. 

，
壊

せ

ら

れ

ぬ

言

に

；
^
の
_

闘
|

蠢
を
强
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
戰
S

本
質
は
變
化
し
た
。
從
つw

政
治
s

i
も 

變
化
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ク
ラ
ウ
•ゼ
ウ
ィ
ッ
ッ
の
I

論
は
放
棄
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
馨
と
政
治
と
は
、’
國
民
の
生
活
f

に
.

.
役
立
つ
。
し
か
し
戰
爭
は
國
民
の
生
.存
意
思
の
最
高
の
表
現
で
あ
る
。
，放
に
敗
治
は
馨
遂

行

の

た
め
に
奉
仕
せ
I

な
t

o」

v
 

'
•こ
の
章
句
は
、
t

デ
ン
ド
ル
フ
の
丨
全
體
戰
爭
と
全
體
政
治
と
の
關
係
を
最
も
よ
く

承
す
も
が
で
あ

る

。

ル
i
ア
ン
ド

ル

フ

が

、

こ

 

Q
‘
l
蕃

に

お

い

S

求
せ
ん
と
ず
f

Q
、
f

て
I

I

に

お

な

、
最
I

I

事
實
と
し
て
.
麗
せ
ん
と
す
I

一

議

は
、
國
民
の
输
神
的
一
霞
結

I

る
。

こ
の
精
神
力
は
ノ
ル
1
デ
ン
ド
ル
フ

が
、
最
も
そ
の
必
要
I

s

ん
と
す
る
と
こ 

へ
で
あ
っ
て
、
彼i

世
界
大
戰
の
經
驗
に
よ
つ
て
傅
た
經
驗
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
敗
戰
は
、
こ
の
精
神
的
霞
の
破
瓌
に
よ
つ
て
I
齎 

ノ
さ
れ
た
•

ル
I

デ
ン
ド
ル
フ
は
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
_

と
，し
て
、
ド
イ
ツ
の
精
神
的
義
を
動
播
せ
し
め
た
も
の
•を
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
活
：
. 

S

あ
る
と
す
る
。
こ
の
活
動
ば
、
、

1
L

つ
の
部
門
に
分
れ
る
。
國
際
資
本
の
勢
2

國
際
革
翁
動
が
こ
れ
で
あ
る
。
'こ
の
活
動
に
加
： 

-る

の

に

，

イ
鎖

I

へ
5

か
4

f

き
ド
イ
ツ
人
S

神
I

の
繼
作
用
に
對
す
る
I

手
段
は
、
世
界
.
' 

八
故
の
當
時
エ
お
い
て
、
^:
め
'て
緩
慢
で
あ
つ
て
.、.
遂
に
，そ
の
崩
瓌
が
來
た
の
で
あ
-つ
た
。
彼
、は
、
こ
の
故
に
全
體
政
洋
の
任
務
と
：

i

び

翁

_

_

證

■

顏

聽

、(

國
1:
.
神

獲

ニ

.

^

八

靈
S

敎
的
生
活
に
即
し
た
も
の
I

す
る
。

こ
の
點
i

い
て
V

i

ア
ン
ド
ル
.フ
、は
、

.日
本
寶
盂
け
る
精
神
的
一
致
が 

g

め
て
堅
固
で
あ
つ
.て
'
全霞

®
'

の

遂

行

に

最

も

よ

き

條

件

を

提

供

し

て

ゐ

る

こ

と

を

.^
稱
し
、

キ
リ
ス
ト
敎
精
神
力
匕
の
た
め

ft
-不
適
當
で
‘
る
こ
と
を
指
摘
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、.
わ
れ
わ
れ
に
は
興
味
が
あ
る
。

• 

‘ 

，

、
 

'

へ 

.
し

か

し

、
、

ル
1
デ
ン
ド
ル
ア
は
、‘
ド
イ
ツ
的
精
神
强
化&

方
法
の
缺
如
を
義
す
る
も
の
で
は
な
い
。
’彼
は
人
種
的
議
の
上
に
立 

ソ
て
、
ド

イ

ツ

民
族
の
精
神
上
の
優
越
性
を
保
持
.す
る
た
め
の
^

^
學
的
諸
術
設
を
寶
行
す
る
七
と
を
要
求
す
る
こ
れ
'と
と
も
に 

界
子
お
よ
び
婦
人
‘が
人
口
增
邮
の
た
め
に
、
民
族
的
義
務
と
し
て
母
性
的
任
務
を
遂
行
す
t

と
並
に
而
し
て
、
こ
の
た
め
に
は
^

時
に
お
け
る
精
神
的
麗
を
行
ふ
べ
.レ
と
’し
た
’。

.丨-

/
• 

, 

* 

，、一
每
t

g

l
 

'

•

kし
、
戰
I

行
は
、
單
に
精
神
力
I

妻

の

I

奢

、
’足
れ
i

す
1

で
I

。
多
く
I

は
經
濟
的 

I

s

因
す
i

と
5

ル
I

f

v

i

v

Q
見
逃
I

き

衾

。
そ
し
て
、
_ま
|

體
8

が
巨
大
な
軍
事
霞
を
必
要
と
す 

t

と
も
、
■彼
の
經
驗
に
よ
つ
て
認
識
し
て
ゐ
る
と
ま
H

そ

に

、
彼
は
戰
爭
と
經
濟
、の
_

係
を
論
ず
る
の
で
あ
る
。
十

班
裝 

'
' 

一
 

S
 

'

,
ハ
.
*ニ
戈
$

:



戰
1

1

1

橥

 

ニ

o

四

c

i

八y

 

、

デ
ン
ド
ル
フ
は
'、
戰
#
に
，對
す
る
軍
事
需
曼
の
咬
足
と
、
國
民
生
敌
維
持
.の
重
'要
性
の
認
識
と
し
て
、、
經
濟
t
見
•る
の
で
あ
る
が
、
す 

.，ベ
て
の
.

「

講

.の
敵
I
.と
し
て
の
彼
は
、
黎
が
民
族
生
存
の
，た
め
の
鬪
爭
A
あ
.る
と

ぶ

認

識

•に
、
そ

•
の

出

發

點

を
置

き

な

が

ら

、

そ 

れ
を
深
く
切
り
下
げ
て
、
戰
爭Q

-

義
と
し
て
の
經
濟
I

よ

ぅ

と

し

な

い

。
、XJ

Q

點
は
彼
、に
眼
ら
ず
フ
ミ
シ
ス
ト

的
戰
爭
觀
•を

抱 

.
く
も
の
のI-

般
;

向

で

羞

。
フ

ァ
ッ
シ
ス
ト
的
戰
I

者
は
、戰
蓮
行
に
お
け
る
經
濟
の
重
要
I
を
見
る
の
で
あ
る
。
ル
ム
ア
ン 

ト
•ノ

フ

も

力

4

見
地
に
立
っH

經
濟
を
見v

ゐ
る
。
そ
し
て
、彼
は
、
世
界
大
戰
忙
お
け
る
經
驗
を
語
るq

で
あ
る
が
、

そ
れ
以
上 

1

出
て
ゐ
な
い

タ
ル
丨

デ
ン
ド

ル

フ

に

よ

れ

ば

、
、
次
の
戰
爭
は
持

久

的
で
あ

り
*

從
？

益
々
全
體
戰
争
と
し

て
の
性
質
を
持
っo

如 

く
，の
ご
と
き

2
|合
に
$

て
、最
も
，よ
い
戰
宰
の
條
件
は
、自
給
自
足
經
濟
を
遂
行
し
得
る
_
家
の
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
ド

ィ

ッ

 

は
.
'こ
の
立
場
に
.な
く
、
そ
の
生
雲
料
並
に生

*
！

原
料
の
多
く
を
、
^
1
'
界
質
易
.に

依

存

す

、
る

こ

と

は

、

そ

の

顯

Q

 

j

つ
に
數
へ
ら 

れ
て
ゐ
る
。.
'
.
と
の
.弱
點
の
克
服
の
.た
め
.に
は
、
農
業
お
よ
び
軍
事
工
業
：̂
保
霧
勵
を
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
は
、
意

力
 

一
の
問
題
が
起
？

來

る

。

男

女

靑

年

に

對

す

る

j

般
的
勞
働
奉
仕
制
度5

、

そ
の
た
め
の
訓
練
で
.あ
る
®
-こ
れ
らQ

B
Q

軍

壽

要 

を
充
足
す
る
た
-めk,

は
經
濟
の
.敢
時
編
成
が
必
要
で
.あ
る
。
ル
i

アX

ド
ル
フ
は
、第
一
次
ヨ
^
. ロ
ッ
•パ
戰
爭
に
お
け
る
ド
f
ク
D
.經 

濟
的
施
設
を
研
究
し
て
、
次
の
や
ぅ
に
い
つ
て
ゐ
る
。

:

「

必
要
な
食
料
、
.飼
料
$

,
びH

業
源
料
^
達
の
た
め
の
管
理
^i

は
*
非
常
に
中
央
集
權
的
■

設
を
採
用
w
%
,
:
'^
か
し
、
.か
か
■ 

る
組
織
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
み
る
言
ち
そ
の
目
標
を
，は
る
か
に
疆
じ
、
自
主
的
行
動
S

地
は
少
し
も
為
っ
た9

,:

こ
れ 

に
‘よ
っ
て
生
じ
た
弾
制
經
濟
'
 
必
，要
.止
む
を
得
ぬ
敷
も
あ
っ
た
が
、
し
'か
し
不
適
當
な
點
が
多
か
っ
た
。
管
理
■は
、
.
と̂
よ
■

 

要
で
あ
る
が
-
お
役
所
式
と
构
子
定
親
は
排
承
す
べ
★

で
あ
る
。ti
グ
ヤ
人
，の
ヮ
ル
タ
ア
•
ラ
テ
.ナ
ウ
が
行
っ
た
こ
の
中
央
.集
權
は
、

-

ま
た
^ ;

に
大

戰

前

^

ら

ュ

ダ

ャ• 
ロ
，丨
マ
敎

系
の
阈

際

資

本
の
手
に
移
り
か
げ
て
ゐ
た
ド
イ
ツ
め
經

濟
.$:
.
、完
-全
に
、
.そ
の
；手
^

歸
、せ
'

.
し
め
る
.目
的
^
K
aん
で
ゐ
た
の
'で
あ
る
o
.こ
の
企
圖
は
、
大
戰
中
お
よ
び
大
戰
後
に
令
い
て
"
大
い
に
達
成
さ
れ
た
が
、
で
の
^
央 

一
集
赞
ま
':
'
>
#ん
1-
:
_め
.興
张
五
寶
«
觀
念
^
?:
'
奪
^

亦
購
火
會
雨
の
遺
：
.
'
. 

■

り
ロ
で
は
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
態
度
と
處
置
.と
は
、

一
般
國
屁
の
不
平
を
高
：め
る
の
動
機
と
な
り
、
又
費
搢
み
ぃ
密
賣
を
誘 

發
す
る
こ
と
に
.も
な
つ
及
o
さ
れ
ば
，と
て
、
か
か
る
不
正
行
為
は
、.
決
七
て
そ
れ
が
た
め
に
罪
惡
を
免
れ
得
.る
も
の
.
.で
は
な
い
o
.同 

:

一
胞
を
1>
T!
'數M

間
f

免

糧

策

の
«:
に

行

列^:
-#'
:
^
>1>
-
办
.た
^

^
は
^

平
-#
に

好

都

合̂
|
;慨

め

可

能

性

^

^

へ

: ^
:s
P

で
ぁ
カ
龙
。 

^ /
濟
上
の
處
置
は
深
く
國
民
の
心
情
ビ
影
響
す
'る
も
の
で
あ
る
。ノ
從
っ
.て
，
.

常
に
そ
の
必
要
を
理
，解
せ
し
む
.る
處
置
を
と
る
と
1

 

.

.、a
、.:»
a:
-a
;
o:
'
*も
驗
#;
於
班
義
感
^:
^
に
賢
衍
汰
る
#
要
；が 

强
制
經
濟
の
公
正
に
對
す
る
信
賴
が
動
播
じ
始
め
た
な
^
ば
、
實
.に
薆
ふ
べ
き
事
態
を
^
坐

す

、ベ

く

、

か

か

る

强

询

經

濟

は

：
種

 々

.

< D
<

障
害
の
た
め
に
、
自
ら
坐
產
に
從
事

し

、

勞
働
す
る
者
達
の
す
べ
て
か
ら
拒
否
.せ
ら
れ
ざ
る
•を
得
ざ
る
に
.至
る
0」

〔

經
濟
と
全
體 

硪
雜
の
章〕

\
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•

:

九總帥論ル

1
デ
ン
ド
ル
フ
と
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ノ
ツ

 

，

金

體

戰

爭

は
，以
上
の
や
ぅ
に
大
規

1
の
も
の
で
あ
る
が
、
ル
ー
デ

ン
F

ル

フ

は

こ

れ

を

實

行

し
|>
檢
揮
す
を
.も
-の
は
、
總
帥(Feldher

ご 

で
あ
る
_と
し
た
？

彼

は

總

帥

に

つ

い

て

、
次
0
.や

ぅ

に

い

つ

て

ゐ

る
0

.
 

V 

:

.

「

頭
腦
と
意
志
と
膽
カ
と
を
も
づ
て
、
國
民
生：

存
の
た
め
.に
*
總
カ
識
.
.を
行
ふ
べ
き
も
の
‘は
、總
帥
で
あ
る
-0
何
人
も
總
帥
の
擔
ふ 

責
任
を
分
づ
こ
と
は
£
來
ぬ
0
.た
と
<

/
戰
爭
指
導
に
當
I
も
、.
單
に
’他
人
の
思
想
ま
た
は
意
志
を
實
行
す
る
に
止
ま
り
"
い
は
 ̂

食
事
と
食
事
七
の
間
の
出
務
時
間
だ
け
戰
爭
を#

へ
て
ゐ
る
者
は
"決
し
て
激
帥
の
器
で
柏
な
<
、最
嚙
困
難
な
る
獨
自
の
業
務
と
最
' 

髙
の
自
.已
の
.能
カ
と
最
も
堅
確
|^
る
個
-
<の
意
士
ぎ
と
を
必
要
と
す
る
.こ
の
1

&
は
、勝
像
的
人
物
^:
ど
の
占
む
べ
き
も
の
で
は
な
く
、

,

.

.

.•
戰
举
本
質
論
の1

硏
究
、

‘ 

• 

.，

.
1
0五

.(

一
二
九
九〕

;



-

レ
1

本
:^
論
の
ー
硏
究
，
、

:

- I
G

六

.
'
2
 

三 
0
0)

.

か
.か
る
.人
物
は
、
そ
の
‘嚴
肅
重
大
性
を
漬
す
の
.み

で

あ

ら

ぅ0:
、 

li
M
た
る
者
ゆ
、
最
高
め
地
位
に
立
つ
べ
き
で
■あ
る
。
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
弊
寄
が
起
り
，
支
障
が
生
ザ
る
.
o總
帥
が
眞
に
首
位
に 

立
つ
て
こ
そ
、
.敵
5:
:壓
倒
し
て
、
，自
已
'
.の

民

族

を

保

持

す

べ

き

そ

の

，
行

動

に

統

|
と
進
力
を
持
た
せ
得
る
。
織
帥
の
匕
の
事
業
が
す 

ぺ
て
を
抱
括
す
る
こ
と
、
總
カ
戰9

'

す
べ
て
の
霧
を
抱
括
す
る
の
：と
同
樣
で
あ
る
。
總
；

1

は
國
民
生
活
の
t-
'
へ
て
の
•分

野

に

お

け 

る
決
定
者
で
あ
'̂
-
、
‘
’そ
の
意
志
が
兹
準
と
な
る
べ
き
で
>̂
-
る

1_
°(

總
帥
の
章) 

^
 

.

ル
ー

デ

シ

ド

ル

フ

は

ゝ

總

帥

が

、

，一

•切
を
決
萣
す
べ
き
もQ,

で
V
ま
た
彼
は
、
そ
の
力
I

た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
主
張
ず
を
o 

'

、「

沏
り
難
き
偉
大
な
力
が
總
帥
か
ら
發
揮
さ
^
•ベ
き
も
の
で
、總
帥
は
全
く
そ
の
た
め
に
、
と
の
世
に
生
れ
出
-た
の
で
あ
石
。
天
分
を 

具
へ
た
者
で
な
け
れ
ば
，
全
然
總
帥
た
る
こ
と
•を
得
ぬ
9
飽
く
ま
で
^.
た
ん
と
ず
る
意
志
が
總
帥
J:
,り
發
し
て
、
-軍
隊
お
ょ
び
國
民 

1
貫
き
、
そ
れ
を
し
て
、
英
雄
的
行
動
に
出
で
し
む
る
の
で
あ
る
0.
: 

‘ ，
 

‘

•

總
帥
を
し
て
、
總

'*
戰
に
お
い
て
、自
ら
負
ぷ
べ
ぎ
實
任
に
.克
く
勝
へ
得
さ
せ
る
た
め
に
、平
時
か
ら
そ
の
職
に
當
て
置
く
べ
き
で

、
あ
る
。 

.

.

.

.

,

總
_
は
、
戰
咏
に
國
民9.

ナ
ベ
て
の
力
を
、
或
は
直
接
國
防
軍
に
お
い
て
、
ま
戈
は
國
^
に
お
-い
て
、
十
分
に
使
用
す
る
/

j

と
^

.

.

. 

0
•い
て
責
任
を
持
づ
。J(

棒
帥
の
章)

.

.V
.

 

. 

' 

•

,

以
上
の
や
4
に

、

ル

ー
デ

シ

ド

ル

フ

は

.、
全
體
戰
爭
に
お
^.
る
總
帥
の
地
位
を
、
最
も
重
大
視
す
る
。
戰
带
は
總
帥
の
指
導
の
下
に〜 

遂
行
せ
ら
れ
V
。
.從
つ
て
總
帥
-<
o
任
務
は
、
_

め
て
.
.重
大
，H

總
力
戰
は
總
帥
に
對
し
.
實
に
'無
限
の
■

を
課
•す
る
も
の
•で
あ 

る
。
今
日
の
總
削
に
は
*
業

の

.總
帥
.、
否
フ
リ
I
ド
リ
ッ
ヒ
，大
王
の
ご
言
總
W
と
い
、へ
ど
も
、
未
だ
曾v

要
求
さ
.
.れ
た
，こ
と
の
な 

•
い
ほ
ど
の
働
f

精
力
と
を
必
要
と
す
る
。」

し
か
し
な
が
ら
、
總
帥
と
い
•へ
f

、單
獨
に
戰
蓄
指
導
す
逢
と
は
不
可
能
で
•あ
るC 

•

-

■

.
V
,
.

.

 

V 

;.
,
'..
'ソ
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•
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'
;
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'
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'

「

.■
: 一
.
,'
:.'
 

で'
';

.■■■
■
'
■■
■-
■•
■:
:
'

’國
另
が
、.
•そ
の
.指
導
に
i
っ
•て
動
か
仏
ば
，な
ら
ぬ
。
V

1デ
ン
ド
ル
'プ
は
V
そ
の
仓
^

拳
論
.を
結
ぶ
の
に
，
次
の
言
葉
を
も
っ
ズ
し 

て
ゐ
る 

o 

_
 

' 

,

•■ 

r
*

一
 

國
兒
9
歷
史
K:
.も
眞
の
總
帥
の
現
は
れ
る
こ
.と
は
* 
•澈
で
あ
る
;0
平
瞭
.に
.お
け
^:
骨
防
寧
の
^
拖
官
'^
戰

時

に

.
^
い

て

果

し
 

>

眞
の
總
帥
た

I

得
る
、か
否
か
Mは
、
令

戰

S

か
が
決
定
を
興
へ
得
る
。
國
民)

が
總
帥
に
.服
從
し
て
カ
5:
-
効
す
場
合
'
即
ち
そ 

の
生
命
維
持
0'
'
た
め
に
騎
ふ
總
カ
«'
办
擀
揮
者
に
身
を
棒
ぐ
る
場
.合
.に
旅
.い
_て
、
始
め
で
總
帥
ト
戴
く
に
値
す
る
。.
か
.が
.る
場
合
に 

は
總
帥
と
亂
民
と
比
互
に(

體
を
な
す
か
、
し
か
ら
ざ
る
場
合
丨
か
か
る
國
民
に
は
遍
帥
の
存
在
も
無
駄
で
あ
る
,.
0

’，

ル

L
ア
ン
ド
ル
-
フ
吖
全
體
戰
爭
論
，の

性

格

は

，、

*

現

代

の

，
戰

爭

が

’

民
族
の
存
亡
の
問
題
に
關
聯
.し
、
.
•そ
，の̂

め
、に
，
埒
族
の
余
力
を
擧 

げ
て
、
戰
#

を

象

行

'す

る

と

い

ふ
，理

由

の

下

に

、
、

.戰
淨
に
對
す
，る
政
治
の
奉
仕
を
主
張
し
だ
^ *

に
あ
る
。
總
帥
^ 1
は
、

か
か
る
歌
爭
性 

格
論
0,
直

接

の

推

論

的

結

果

で

，
私

る

。
，
ル

1
デ
ゾ
广
ル
フ

.の
，總
帥
論
は
、

一
っ
の
總
帥
觸
栽
論
で
あ
，
^
、
こ
の

點
に
お
い
て
、
' 
ク

ラ

ケ
. 

ゼ
ウ
ゃ
ッ
ツ
’
0
戰
爭
.む
對
ず
.る
政
治
指
導
の
理
論
と
罵
正
面
に
對
立
す
る
も
の
.で
れ
る
0-
勿

論

、

ク
'ラ
.ウ

ゼ

ウ

.，ィ

ッ

ツ

と

い

へ
.ど
も

、

政
台
指
镇
贫
と
戰
學
の
總
CI
I
Iの
一
.
敢

す

る
こ

と

を

、•排
斥
す
る
も
の
で
は
.な
v >

o
こ
の
點
.は

ク

.ラ

ウ

セ

，ウ

ィ

ッ

^

^

ス

エ

ー1

ア
ン
王 

グ
ス
ク
フ

7.
ド
ル
フ

*>
ブ
ロ
イ
セ
ン
，の

,-
!
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
.
.ヒ
大
王
‘，に
與
へ
た
評
債
を
み
れ
ば
、
直
ち
に
’刺
明
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ク 

ラ
み
ゼ
.ウ
.
ィ
ッ
.
.
ツ
^
、
.̂
則
と
1>
^-
、
敏
铎
に
貧

 ̂

政
治
か
ら
出 

_て
3
る
，こ
：と
^
ょ
9.
セ
.ゐ
'る
.
の
ン
で
'

あ
■る
。
：
ク
_
ウ
'ゼ
.ケ
.
ィ
：
ッ
.
.

ツ
は
:：
'
.戰
条
_(0
.本
質
論
、ヵ
ら
戰
#
と
.政
.
と̂
の
亂
係
を
^
デ

し

ル
1
.

テ
-
' 

ン
ド
ル
フ
は
、
現
代
戰
荦
の
現
象
形
態
か
ら
總
カ
嚴
爭(

全
體
戰
银)

の
概
念
.を
導
き
出
し
、
こ
れ
^
總
帥
と
の
關
係
を
齔
力
に
■主
張
し
、

そ
の
總
：

1

獨
裁
論
に
謹
七
た
の
で
あ
っ
た
。 

'
 

' 

、

'\

-
:
 

、

‘

ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
ィ

ツ
ツ
と
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
の
問
に
は
.、
填
め
る
こ
と
の
‘出
來
が
い
大
海
が
横
は
る
も
の
で
あ
る
か
。
V-
-
-
S
T
茧
張
の
形

.

.

.

' 

■■
 

:

メ
....
 

-
 

-
 

... 

.
 

-
 

....
 

■
 

; 

■
 

-
V 

■ 

■
 

.
 

■■■■■■ 

.

.

.

'

1

.
'

,

■* 

戰
绝
本
良i

l
Q

二 

研

究

• 

. 

〕

：

，

.

'
 

-

，

ー
〇
七
，

(

ニ
1ー
〇
'
1

〕



戰
银
本
質
論
の
l
Bf
l

:

' 

,

’ 

■

*—
•
o
八 

'(

l
H
o
’
I
D 

賴
，に
お
い
て
は
對
立
しX

、
.

相
互
に
.否
定
し
て
ゐ
る
。
、し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
考
へ
条
K-
'
ば
.な
ら
ぬAJ’.

と
は
，

v

ク
，
々

々

ゼ
 

-■
ゥ

イ

ツ

ツ•の「

磡
•爭

論」

2

八

三

一

年®
、
®f

出

版)

と

ル
I
デv

ト
ル.フ
の「

全

體

戰

爭

論

X
.
1

九

三

五

年

版

)

と

の

間

に

は

、
百
年
の 

時

間

が.經

過

し

て
..

ゐ
.る

こ
と
'で
I
.
O
.

こ
の
百

年

間

に

、

ク
一
フ
ウ
ゼ
ウ

イ
ツ
ツ
の
い
ふ
證
戰
维
の
形
態
は
、
ま
す
ま
す
進
展
し
、
第 

■
H

十

世

紀

に

入

つ

て

：
、

第

一

次

ョ
i

ツ

パ

馨
.に

お

い

て

、
戰

爭

の

形

態

，は

•、最
も
著
し
.

i

變
革
を
遂
げ
た
。
ル
.
Iデ

ン

ド

ル.ブ
ば
、
 

ク
！ス
ウ
セ
ウ
イ
，
ツQ

，批
^
.に
.お
い
て
匕
の
時
間
の
紙
過
を
無
視
と
い
は
な
い
ま
で
も
、

‘輕g

し
て
ゐ
る
。
そ
し
.て
、
現
實
に
即
す 

る
こ
と
を
宣
言
し
て
、
白
ら「

逾
論
の
，敵」

泛
さ
へ
.い
づ
て
ゐ
る
ル
丨
デ

\

ド
'ル
'
7は
、
か
か
る
時
間
の
繼
と
謹
の
：權
造
の
；變
遷
す 

べ
き
點
i

考
せ
ず
次
、•一
擧
に
し
て
、-

ク
ラ
か
ゼ
，.ウ
イy

ツ
理
論
の
，排
’擊
を
行
づ
て
ゐ
る
。
そ
こ
に
、、
第
‘

一

次
.ョ
ょ
ツ
バ
戰
爭
に 

，あ
ら
ゆ
る
窮
極
.の
敗
S

驗
者
ど
し
て
の
す
デV

ト
ル
’フ
‘の
焦
慮
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
イ
ダ
ツ
と
、ル
1
デ
ン
ド
ル 

フ
と
の
、間§

大
海
を
越
め
f

の
が
、
戰
S

態
の
發
展
を
把
握
す
る
こ
；

信
ず
る
。
か
く
の
ご
、と
き
戰
争
形
態
の
把
握
と
、 

.そ
れ
‘に
紫
す
る
理
論
の
適
用
と
は
、
•ク
ラ
ウ
、ゼ
ウ
イ

.
fソ
と
ル
丨
デ
シ

.ド
ル
フ
の
對
立
的
立
場
を
止
揚
せ
し
め
、て
眞
に
現
代
暴
.の
；本 

質
を
把
握
ず
る
と
同
時
に
、
.，戰
爭
士
政
治
と
の
ホ
質
的
關
係
を
閘
明
^
,し
め
る
で
あ
.ら
ぅ

a:

わ

れ

わ

れ

株

、

以

卞

に

ぶ

て

•'
■

か

か

る
 

理
論
的
試
論
の
大
要
を
記
す
る
で
あ
ら
デ
。 

.

，

.

.

.

.

.

，
 

.

、
■

.

.

10'
.
現

代

戰

爭

の

本

賀

.

.
——

あ

た

く

し

の

現

代

發

爭

觀

-

-■

、

.

，
へ

規

代

の

世

界

は

、
，
戰

筚

の

渦

中

に

あ

る

。

日

本

I

.
た

五

年

にs'
.る

支

那

，事

變

を

遂

往

し

づ

、

f

0
東
西
兩
洋
に
，̂
け
る
太
規
模
'

1
宰
の
展
鮮
殊
に
獨
ソ
の
辟
顿
は
、
今
次
の
戰
爭
を
し
て

•世
界
戰
举
へ
移
行
せ
し
め
.美
質
素
因
を
、
そ
の
內
に
包
^
じ
て
■

か
：

.ら
で
於
る
。 

.
'

 

- 

,
• 

. 

' 

* 

へ

:

;

:

ノ 

V
.

フ

：

ぺ

-.
-|
 

'-.
'

''
.

. ..
 

-

'
 

.
 

:■■■.■.
 
,
 
ノ
.
 

V 

.
;
■■
.
*

■
•

■
.
.

■ 

r 

'
 

-
 

-■
 

 ̂

'■
 

 ̂

.

.

.

.

■ 

t戦
#
は

か

く

み

、
石
と

き

.
現

代

の

.强

大

國

家

，
に

對

し

て

は

：

-
不

可

避0 .
運

命

の
 

一
■-
.つ
，
で0

,
る

と

官

ふ

こ

と

が

出

來

よ

5
0 

.
戰

爭

が

生

起
す
る
た
め
に
は
、.
.
S
の
外
的
®
に
内
的
條
俾
を
必
要
と
す
る
ニ
つ
の
譲
ま
た
は
國
家
群
の
斜
立
の
傲
件
が
"
こ
れ
だ
。
相
反
す 

る
意
圖
を
持
つ
ニ
つ
の
讓
ま
た
は
國
家
群
が
、
武
力
的
手
段
にS

へ
て
、
.そ
.
S

志
I

行

し

-
ょ

う

と

す

る

と

唐

、
.戰
言
發
坐
す 

る
。
.わ
.れ
わ
れ
は
、
か
く
の
■ご
と
き
現
代
の
戰
维
の
現
象
に
お
い
て
、
.戰
爭
の
：̂
質
を
.分
哳
し
"
そ
の
性
格
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
.

そ
わ
.本
質
理
論
の
.檸
成
'に
.势
カ
し
な
け
れ
ば
な
ら
姒
？
. 

,
 

.
 

.
 

,
 

.

-

ク

ラ

ウ

ゼ

.
々
ィ
、
.ッ

ツ

は

.旣
に
い
‘つ
た
や
う
に
、
.數
爭
を
•常
に
政
治
に
對
す
る
.手
段
と
.し
t
考
へ
て
ゐ
る
。
實
に
戰
爭
は
、
常
に
政 

治
の
手
段
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
ィ
f
ソ
の
麗
し
た
戰
爭
は
、
主
と
し
て
ナ
ポ
シ
オ
ン
馨
で
あ
•る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
戰
當
、邻
十
九
，
 

世
紀
初
期
ま
で
パ
の
間
こ
‘和
い
•て
、最
も
大
規
模
な
も
の
で
あ
つ
た
が
、
い
ま
だ
臀
ー
武
カ
戰
维
の
形
遍
を
出
な
い
も
の
で
あ
り
そ
の
作 

-

戦
^'
ft
に
ナ
。ホ
-レ
-オ
シ
の
政
治
的
意
_
に
ょ
、.つ

て

制

約

せ

ら

办

た

も

，
の

で

あ

る

-°
そ

の

戰

爭

は

、

一

國

.の
,*
存

：の*
カ
*
も

つ

て

行

；准
；
. 

丨
れ
ー
た
ぎ
^
あ
，̂t

漩
つ
て
現
代
の
戰
爭
と
は
、
' そ
の
規
模
士
本
，質
と
を
異
に
し
■て
^
る6 V

ホ
レ
オ
ン
馨
は
、
當
時
と
し
*
は
、 

會

：3
戰
$

あ
り
/
、も
の
«
線
务
>
-戰
'
_の
經
過
'に
ぉ
い
て
は
長
大
な
も
の
と
な
つ
て
ゐ
る
が
、
馨
の
規
模
は
*
フ
ラ
ン
ス
の

.M 

濟
カ
te
ょ
つ
て
想
定
さ
れ
た
も
の
で
，あ
つ
て
、/蹲

袋

‘大
墙
戰
爭
に
比
す
べ
く
も
な
、い
。
そ
‘の
.經
濟
的
莪
礎
を
徵
發
に
置
く
き
る 

の
も
の
.で
あ
つ
た
。
か
か
る
意
味
に
.お
い
て
、
そ

.れ

は

、
武

カ

，に
そ
，
，
の

主

^

^

*激
.く
％
の
で
あ
つ
た
。
さ
う
い
ふ
.意
味
に
^
い
て
.
、
' 

わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
を
單
一
武
カ
.戰淨といふ。
.

ノ

 

' 

■ 

.
/ 

, 

- 

か
ぐ
の
.ご
と
く
戰
#
は
、
.目
的
の
た
め
の
毛
段
で
-あ
る
.が
*
現
代
の
戰
織
は
、
大
規
模
で
あ
ぉ
、
.'
最
も
大
き
^
消
耗
，を
#

ふ
.も
の
で
'
• 

あ
る
と
同
時
に
- >

.國
家
と
國
家
ど
.の
戰
爭
が
國
家
鮮
の
、.間
の
戰
爭
.に
進
©
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、
長
期
戰
化
す
る
に
至
つ
て
ゐ
る
。

.

.

戰
爭
の
様
相
は
、
第

1

次
ョ
ー
ロ
ッ
パ
孅
爭
に
ょ
つ
て
.著
し
く
變
~化

.1
>
て
ゐ
，
る
。.

.

'ゝ 

' 

.

.

.

’ 

V

第
一
に
は
、
戰
爭
が
單
，

一

武
力
戰
の
形
態
か
ら
總
動
員
戰
專
の
形
態
へ
轉
換
し
た
こ
と
で
あ
、

®
線
.の
戰
鬪
と
同
時
に
、
ぞ
の 

.

黎

本

，質

論

の

一

研
究 

. 

、 

「

〇

九

C
1

三
0

5



.

轔爭本質論の

I

研究、
 

.

V

,
 

ニ 

0 

(

一
三
〇

四

)

.

戰

線

と

連

絡

す

：
る

錄

後

P

戰
歐
办
を
動
員
す
る
戰
像
に
發
展
し
た
。

. 

-

_ 

、
 

* 

.

.
第
ニ
に
は
い
戰
爭
に
要
す
.る
兵
員
の
增
鄭
で
如
る
。
.第一

次
ョ
、丨
«
ッ
パ
戰
爭
に
お
け
る
兵
力
動
員
は
*
聯
合
國
側
と
同
見
國
側 

と
を
併
せ
て
六
千
萬
に
及
沃
、
各
國
に
っ
、ぃ
.て
み
る
|
と
、一

國
人
口
の
：1.

割
か
ら
'二
割
を
動
.長
1
て

ゐ

る

。

こ

の

齔

は

-

動

員

可

能

人

，
ロ

即

ち

全
•
人口
の
ニ
割
五
分
.?
八
九
歲
^
ら
四
十
五
六
歲
ま
で
の
男
子)

に

對

し

て

、

甚

し
'^
高

率

で

ぁ

る

と

ぃ

は

ね

ば

汝

ら

な

.

 ̂

o
 

. 

,
 

.

.

. 

.

.

.
>

• 

.

.

.

.

.

. 

/
 
.
 

ン

.

-

パ

-:
:..■■
.'•
■•
:-.
-
';v
-
; 

J
 

.
ぐ

；'
.
..'
'

へ
/.
-
v
.
'
'
;'
v

;'
.
:
-
.
.'
-
\
'
v
v
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''
.
:
:
• 

.
V

■.
.
.
 

'

:
:
'
'

':
'
-
-
'
,
';
-
ト
に 

U

.:
■
'
.■
'
■■
'

.

.

t

へ

：
,
.
'
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.

■
.
'
.

.

.

.

.

.

.

.
 

''/:.v
:'..

J 
.

.

.

•:
-

:

■•
.
 

.

,
■

I-:'-.-.::.'.
'
.-. 

\ 

:
: 

■
*
'
:

第

三

か

、
る
總
ヵ
的
動
員
の
下
に
行
は
れ
る
戰
爭
は
、
從
來
の
’戰
赏
比
較
しV

、

S
大
な
消
耗
I行
動
で
I

。
從
っ
て
、
等 

一
一
十
世
紀
初
葉
ま
で
の
馨
の
や
ぅ
.に
蓄
積
連
備
^
靈

め

戰

_
に
お
ホ
る
軍
霖
，坐
產
活
動
の
醫
の
み
で
は
、
そ
の
需
要
に
嚷
中

.る
こ
と
はS

；

來
れ
い
。

，
：

. 

' 

' 

パ

、

• 

て 

.

.
-'-
^
四〕

m

_
の
规
'揽
以
，
擴

大

と

同

時

に

、

戰

爭

の

'機
動
化
#
に
立
應
化
.は
戰
爭
を
橫
斷
的
.戰
線
^
お
け)

る
正
@
的
攻
防
か
ら
縱
斷 

、
的

雕

爭

領

域

を

，
必

'
S

と
す
る
に
至
っ
て
ゐ
る
.0
從
っ
て
、
戰
爭
の
損
害
を
一
般
的
た
ら
し
め
て
ゐ
て
、
國
內
の
修
理
復
紙
の
た
め
杧 

.
丨
も
.
苴
大
な
物
資
<0
'
必
要
が
存
布
す
る
9

力
-
る̂
戰
#

^

&の
下
に
お
>
て
は
國
家
の
金
活
動
は
擊
げ
て
、
戰
带
目
的
ひ
た
め
に
使
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
ね
し
、
そ
の
國
家
っ 

滿
成
人
ロ
の
全
體
-̂
-
、
ま
た
何
等
か
‘の
意
義
に
お
ぃ
て
、
漱
爭
目
的
の
達
成
の
た
め
に
動
員
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
第
一
次
ョ
l

a
ッ
バ 

職
爭
は
、
か
く
の
ご
と
く
5

武
ヵ
戰
爭
か
ら
總
動
員
戰
爭
の
形
谶
.を
持
づ
に
、至
づ
た
。
戰
雲
事
國
の
持
っ
て
ゐ
る
す
べ
て
の
力
を 

擧
げ
て
、
こ
れ
^
}武
力
戰
遂
行
の
支
從
に
集
中
す
，る
，お
至
っ
て
ゐ
る
。
即
ち
す
ベ
て
の
人
間
力
と
生
產
力
と
思
想
力
と
を
、
次
ヵ
戰
に 

集
中
動
員
す
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
、
問
題
は
、

ー
國
の
す
<
て
の
力
をI.

時
的
に
動
員
す
る
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
全
力
を
恒
久
的
に
再 

編
成
す
る
に
至
っ
て
ゐ
な
ぃ
o

• 

. 

' 

: 

- 

.
■
- 

, 

' 

.

-

-
タ

パ

.

\

.如
>
る
歌
乘
へ
の
縱
動
域
で
.さ
.
'へ.、
嘞
爭
開
始
後
に
、お
い
て
，.、始
め
<ら
队
.る
の
で
は

"
旣
に
ぞ
<7
>
’時
機
を
失
し
て
办
る
。
戰
爭
の
た
. 

含

、

S

の
.政
治
、
.經
濟
、
文
化
の
德
門
を
準
饊
し
動
員
す
る
こ
.と
は
、
平
晚
£

い
て
開
始
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
.

そ

の
意
，味
に
お
い
て
V
政
治
，
經
濟
、
文
化
は
戰
爭
に
奉
仕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
"
ル
ー
デ
シ
ド
ル
フ
將
軍
は
、
そ
の「
金
體
戰 

荦
論
し
の
中
で
主
張
し
•て
ゐ
る
。

く

.

,
 

: 

,

，ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
將
軍
は
、
第
一
次
•ョ
ー
ロ
ッ
パ
戰
爭
の
經
驗
に
ょ
.つ
^
* 

.
そ
.れ

-5
:
總
カ
戰
爭
.と
し
て
ゐ
.る
：の
，で
.参
る
が
、
.そ
れ
は 

ー
實
私
總
動
員
觀
拓
ぁ
^

»
の
«

_
に
^

げ

名:»
:

蕾

證
':
^

,

_

進

^

す

^ ̂

機

爭

舡

對

1,
:
て
：
、
:«
治

_

濟

、
、 

文

七

.
ー

般

の

奉

' &
'

を
主
服
し
て
-
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
、ィ
ッ
ツ
の
手
段
と
し
て
の
戰
爭
觀
を
否
定
•す
る
。
も
し
、
こ
れ
ら
の
一
切
が
.戰
爭
自
體 

を
目
的
視
と
す
る
な
ら
ば
ハ
戰
爭
は
•
そ
，の
意
味
を
失
つ
て
‘
‘
單
に
鬪
爭
.の
^
め
の
鬪
爭
に
墮
す
る
，に
至
る
。

，^
:
こ
に
：ル
ー
デ
.ヴ
ド
ル. 

フ
の
理
論
的
缺
陷
が
あ
る
。
，
-

パ

，：

：

■

‘あ
爭
が
あ
ら
ゅ
る
國
家
に
對
し
て
い
、
不
可
避
の
蓮
命
と
し
S

せ
ら
れ
て
ゐ
る
以
!̂
戰
爭
の
--
1

ロ
的
遂
行
：の
龙
め
に
、
國
家
全
體 

の
再
編
成
を
か
要
と
す
る
.こ
と
は
、i

ふ
ま
，で
.も
な
い
。
し
'か
し
.な
が
ら
、
そ
の
戰
取
的
編
成
呔
、'•戰
部
に
お
け
る
勝
利
を
目
指
す
も
の 

で
あ
る
■，
°
戰
爭
に
お
げ
石
勝
利
は
、
相
手
國
の
戰
意
を
擊
滅
し
、
わ
亦
厚
的
を
•
そ
と
に
實
現
す
る
に
あ
る
。
從
つ
て
、
戰
爭
の
窮
極 

に
お
け
る
手
段
^1

はい、
そ
.こ
に
確
認
せ
.ら
れ
な
.け
れ
.ば
な
ら
な
い
。
戰
举
が
序
段
で
あ
る
こ
と
は
明
肖
で
あ
る
が
現
代
の
敏
爭
は
一 

國
の
部
分
的
精
力
を
も
つ
て
し
‘て
は
、
遂
行
し
得
な
い
大
規
模
め
も
の
あ
り
、
旦
つ
一
國
に
お
，け
る
一
階
級
ま
た
は
ニ
部
分
の
利
益
の 

-

た
め
に
戰
宰
せ
ら
れ
た
舊
♦
の
戰
華
と
異
つ
•て
、

ー
國
家
ま
た
は
ー
見
風
の
!
生
存
を
賭
す
る
の
展
質
を
持
つ
に
至
つ
て
ゐ
る
0
國
家 

や
民
族
の
生
存
は
、
冬
の
强
カ
な
戰
鬪
カ
に
ょ
つ
て
の
み
確
保
し
#-
る
。
こ
の
紙
圖
カ
‘
f
,組
織
し
嫌
保
し
な
い
も
•の

は

、
、
生

存

巧

定

の

： 

運
命
を
免
れ
得
な
い
。
そ
:2
:
思
味
に
お
>
て
、
'
現
.在
6
1̂
爭
は
、
民
族
生
-#
を
1
驗
と
し
て
侵
‘略
を
.試
み
る
帝
國
主
義
戰
4
ょ
り
も
余 

麗
爭
体
賓
論
'の1

•硏

究

.

三

P

三
O

S



戰
爭
本
質
翰
の
ブ
硏
究
• 

' 

. 

. 

..ニ
ニ 

'(：1
、

三0

六
.

)

、

棒
•の
深
刻
性
を
持
つ
て
ゐ
る
。
こ
の
戰
曝
の
•た

め

に

ば

、

單
一
'
武

力

戰

爭

は

、
.旣

に

過

去

の

，歷

史

.で
あ
り
、
一
國
の
す
べ
て
の
旣
俘
施 

.設
竝
.に
勢
九
を
動
員
す
る
總
動
員
戰
部
を
も
•つ
て
し
て
も〔

と
の
坐
か
死
‘か
の
戰
鬪
を
完
_

--
r
る
こ
と
は
出
來
だ
い
。
そ
こ
に
.總
カ
戰 

爭
が
現
代
の
形
態
と
し
て
起
ヴ
て
來
る
'0
• '
■

..
總

，力

狼

弗

は

一

國

の

も

つ

て
ゐ
る

武
刃
、
政
治
、
經
，濟
、
文
化
を
總
動
員
す
る

こ
と
を
も
つ
て
'足
れ
り
と
し
な
いf..

そ
れ
は
、

一
國 

>の
持
0
す
べ
て
の
为
を
、
戰
爭
目
的
の
•た
め
に
.動
員
す
る
と
伺
時
に
、
じ
‘れ
を
集
中
し
、
w
li
-成
し
て
、

1
づ
、
の

踪

合

的

戰

爭

體

制

を 

樹

立

せ.ん

：
と

す

る

も
^
で
あ
る
o 

.

t

の
體
制
樹
立
の
政
策
は
.>
戰
爭
直
前
ま
た
，は
戰
時
に
お
い
.て
ノ
着
手
.す
る
の
で
あ

.つ
：
で

は

：

7
旣

に

遲

き

办«
が
あ
;;
?
>。
："«:
:
族
^

，ベ
，
•て
.の
-力

を

平

時

に

お

い

て

、

か

か

，
る

黹

制

に

„集
‘中
再
編
成
す
ベ
き
努
力
が
、
强
カ
’に
實
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。■

高
度
屬
防
勵
家
體 

制
，の
確
立
.が
、
こ
机
で
.あ
る
。

.

：

.

、

：

：

.
' 

•、

V
從
つ
て
、
總
カ
，戰
爭
體
制
は
ノ
戰
爭
完
遂
の
.，た
め
に
、

一
國
の
組
織
を
根
柢
か
ら
再
編
成
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
^
。
*

.

.

t

に

總

カ

戰

爭

竝

に

そ

の

，體

制

は

、

國

家

.が
：、
そ
の
最
終
目
標
と
し
て
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
，ぬ
.と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
し
.、
國
家 

が
七
の
目
標
を
達
成
す
る
と
と
が
出
來
な
い
と
す
.る
翕
ら
，ば
*
そ
れ
は
總
カ
戰
乘
に
お
>
て
、
敗
者
の
地
位
に
陷
り
、
國
家
と
民
族
の 

生
存
と
が
、
否
定
‘せ
ら
る
、
の
運
命
に
逢
着
す
石
。
か
か
る
運
命
に
隙
'る
こ
上
を
避
け
■ょ
ぅ
と
ナ
る
な
ら
ば
、
國
家
は
、
そ
の
金
力
を 

擧
げ
て
、
か
か
る
腊
制
.の
，確
立
に
，突
進
す
る
こ
と
を
必
.要
と
す
る
。
か
か
る
意
味
に
お
い
て
、
そ
れ
は
國
家
の
.最
終
ぼ
標
で
あ
る
と
い 

.

.ふ
-^
と
.が
出
來
る
.
.
.
で
あ
ぃ
ら
.ぅ
{ 

■ 

- 

- 

■ 

.

.

.

. 

' 

■ 

'

.

.

.し

か

し

な

が

，
ら

戰

铆

は

、

總

カ

戰

爭

と

い

へ
ど
も
、
そ
の
‘
終
極
に
^

い
て
は

手
段
で
あ

る

。

戰
爭
自
體
に
お
い
て
、
實
現
•す
べ
き
高 

い
目
的
が
'あ
る
。
'
そ
れ
比
，
.一

國
の
最
高
の
政
治
を
•

そ
こ
.に
實
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
に
お
け
る
最
高
の
政
治
徜
、r

國
の
持

づ
世
界
政
策
を
實
現
せ
ん
；と
す
る
こ
;^
で
あ
る
。
そ
こ
に
民
族
の
使
命
と
生
存
，と
‘の
茶
礎
條
件
が
、
樺
た
は
^
か
ふ
：で
あ
る
，

:

.

現
在
の
戰
爭
.に
.お
.
.い

て

、
、か

か

る

世

界

政

策

は

：、

#-
界
秩
序
の
：維
持
も
し
く
は
罄
改
と
V?
.
.ふ
點
に
現
^-
れ
^
ゐ
.る
。
；：日

宏

1
ィ
夕 

は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
東
'

is
,

に
お
け
る
新
秩
序
と
ョ
ー

II

ッ
パ
に
お
け
る
新
秩
序
と
を
、そ
，

'の
最
高
の
世
界
政
策
と
.し

て

表

明

し

>
て

ゐ

石

:0
.
 

こ

，
の

こ

と

、

a.
、
世
#
新
秩
序
を
實
現
せ
ん
と
す
る
民
族
的
使
命
と
要
求
と
に
装
き
、
こ
れ
に
ょ
っ
て
世
界
の
發
展
に
資
せ
ん
士
す
名
も 

.の
で
あ
る
。

-L
か
る
に
、
英
米
ソ
聯
等
の
ー
聯
の
國
家
が
、
こ
の
.新
秩
序
を
ぶ
定
し
ょ
ぅ
と
す
る
の
は
、
そ
の
持
づ
と
こ
ろ
の
舊
秩
序 

を

.維
持
强
化
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
っ
て
*
そ
こ
に
現
狀
維
持
の
强
い
色
彩
が
あ
る
。

— 

,

:

 

へ
世
選
ね
.新
-»
秩
序
の
奮
的
承
屑
.娘
、
.镇
代
の
猶
カ
戰
淨
の
#
態
；に
.扣

：て
：、

搌

本

的

思

想

戰

の

，
形

態

.と
し
'て
現
は
れ
て
ゐ
を
タ
^

，次
ョ
‘丨
口
ッ
パ
•戰
爭
に
お
い
，て
、
宣
傳
戰
が
存
在
し
、
思
想
戰
抓
存
在
じ
な
か
っ
た
の
は
、
.か
か
る
戰
•寧
本
賢
の
：根
本
的
相
違
に
碁
X
 

名
の
で
あ
る

。
' 

■
’ 

,

'

,/
'

•

•

..
'
,
•
'
,

.國

家

の

.最

高

目

的

を

實

現

す

石

た

め

<0
-
'總

为

戰

爭.は

、
.
以

上

の
ご

と

く

、

國
家
の
最
終
目

標

と

.し
：て
.理
解
せ

ら

，る

'べ
き
で
あ
る

'0

I ■ 

... 

- 

.

. 

.

.

. 

.
* 

' 

* 

. 

■ 

. 

.

.:
•
•

以
上
の
や
ぅ
に
®4

；

の
-國
家
は
、
そ
の
世
#
政
策
を
實
現
す
：る
た
め
に
.は
*
總
カ
戰
爭
體
制
を
持
た
ね
ば
■な
^-

な
い
。
そ
れ
は
、
.現
，
 

實
の
：案
實
で
^
る

.°
^
の
：規
實
.の
溥
實
.に
：照
應
心
感
^

^
廳

に

戰

淨

眷

：に

#
敗

替

さ

れ̂

世
界
政
策
は
*
调
家
の
理
念
と
し
て
表
現
せ
ち
れ
* 

•
そ
.の
理
念
に
應
じ
て
の
戰
爭
國
家
體
制
が
鞲
成
せ
ら
る
X

O
わ
れ
わ
れ
'は
、
.か
く
，，

'藥

汔

高

^
薬

政

策

養

現

_

準

ぞ

_

麻

さ

傷

&

_

高
_

防
國
家
：晷

^

.■
 

.
 

«
 

....
 

«»
 

.
 

、
•
 

.

.

.
■*
-
«
- 

，

-
•
•
-
•
•
. 

«
• 

.

.
/
. 

. 

< 

r 

r
,
. 

■ 

- 

. 

- 

• 

. 

I 

- 

\%
 

.

.

.

'
高
崔
國
防
國
^

^
拉
、ト
'—
«

:0
持
づ
政
治
-;
'
'
-
經
濟
'̂

文
街
の
_
部
面
と
？
^
^
^

♦ 

,!•
- 

• 

. 

. 

-
>
I 

.... 

•
• 

. 

.

.

. 

*
>
•
.
.
.

 

V 

-
 

.
 

:
 

•■.
•>
•
.
.
. 

.
 

•
 

>1■ 
-
 

.
 

... 

* 
•
 

*
 
:
 
r
 

■
 

-
-■

■•
•
•
:

 

1 

•

設
と
を
-
世
界
政
策
實
現
の
た
め
に
編
成
し
た
と
こ
ろ
.の
國
家
で
彩
る
0,
總

か

戰

爭

の

大

め

の

、
國

家

の

再

編

成

は

、

-.
1
っ
の
恒
常
的
體
，
 

制
と
し
て
の
意
義
を
持
つ
。
そ
こ
に
總
カ
戰
的
.國
家
體
制
と
總
動
員
的
戰
時
體
制
と
の
差
異
が
あ
る
。
總
動
員
體
制
.
.にお
い
て
は
戰

#
ド

' 

1.
.
.

戰
.爭
本
質
鏑

.の

.
-

1 
硏
究
：
'

.

;、

.

■

,
1

 
ニ
’三

2

三
0
七)

.

.



ノ
屢
ネ
熨
諭
の
、一
.讲

究

«■ 

.
/ 

.

ニ

， 

(

ニ
s

o
 

，
終

了

後

、復
員
.の
可
^

性

が

あ

る
o
,
.勿
1

動
員
體
制
に
よ
っ
て
、
變
K

ら
れ
る
政
治
竝
に
經
濟
的
部
分
の
有
す
る
こ
と
は
明
，
で
 

あ

る

，が

、

そ

の

本

質

的

部

分

に

お

け

’る
變
化
は
復
員
に
お
い
て
、
從
前
の
，體
制
に
復
歸
す
る
。
じ
か
る
に
總
カ
戰
每
體
、制
は
.
そ
カ
戰 

爭
が
民
族
生
存
の
’死
闘
と
い
ふ
本
‘質
か
ら
"
無
制
限
戰
'#
た
る
の
樣
相
克
現
は
す
。
そ
，の
た
め
の
金
力
の
'*
中
編
成
が
行
は
れ
る
た
め 

復
員
と
>い4
事
實
な
く
、
•
.そ
れ
は
來
る
べ
き
.世
界
新
秩
序
に
お
け
る
高
度
，の
國
家
體
制
の
，發
展
的
存
續
で
あ
る
。
:

.

、現
代
の
日
す
國
家
は
、
，高M

防

國

家

歡

を

要

求

し

て

，
ゐ

る

o
_そ
れ
は
、
す
べ
.て
の
も
の
を
、
そ
の
傅
統
と
L
て
ア
^J

國
の
m
攀
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と
、
そ
の
現
代
的
發
展
た
る
世
界
政
策
の
實
現
の
た
め
に
編
成
し
よ
ぅ
と
す
る
も
の
•で
.あ
る
.。
わ
れ
わ
れ
ば
、か
V
る

旧

防

國

家
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，糖
制
を
持
っ
こ
と
に
よ•

っ
て
、
始
め
て
.現
代
の
最
高
國
家
體
制
を
獲
得
し
得
石
と
同
時
に
、
世
界
敗
策
，の
實
風
の
可
能
挫
を
撰
得
し
得

る
め
で 
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と
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考
へ
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來
る
と
き
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現

代

の

戰

'爭

に

お

い

.て
は
*
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
イ
•ッ
ツ
吖
戰
爭
手
段
論
と
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
の
，載
爭
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至
上
論
，と
ば
ノ
そ
の
形
態
に
お
い
て
の
ご
と
く
矛
盾
す
る
も
の
サ
は
な
い
0
ル
1'
デ
ー
,ト
ル
.フ
は
、
現
代
の
戰
爭
に
お
い
て
、
调
家
に 

お
け
る
戰
举
遂
行
の
優
位
を
屯
張
せ
ん
と
す
る
も
の
で
^.
る
。
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
イ
ッ
ツ
は
、
民
族
國
家
形
成
の
過
程
の
戰
爭
に
お
い
て
國 

(

■家
の
優
從
を
主
張
し
よ
ぅ
.と
.す
.る
も
.の
'で
.

る̂
0 

i 
.

.

し
か
る
に
、
ク
•ラ
-ウ
ゼ
ウ
イ
ッ
ツ
も
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
も
'、
と
も
に
戰
爭
の
時
代
的
樣
相
を
固
執
す
る
：こ
■と
に
よ

つ

て

.、
•相
反
す
る 

.結
論
に
到
達
し
‘た
や
ぅ
‘に
感
ぜ
ち
れ
る
。
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
ッ
ツ
は
：
そ
の
絕
對
戰
爭

.の
概
念
に
お
い
て
は
、
ゃ
、
そ
れ
ら
し
い
理
識
に 

fg
:
-達
し
な
が
ら
、
戰
爭
に
お
け
る
政
治
優
位
論
に
固
執
し
て
、
そ
れ
を
‘充
.分
に
發
股
せ
し
め
る
こ
と
が
出
來
太
4

,0
;
た
0

^

1デ
y
ド
 

ル
フ
は
、
彼
が
參
謀
總
長
と
し
て
、
苦
痛
^
な
め
た
第一

次
ョ
ー
ロ
ッ
バ
戰
爭
の
經
驗
に
よ
っ
て
、
戰
爭
優
使
論
を
強
調
し
太
。
こ
の
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對
立
し
て
.
.ゐ
る
主
張
甘
、
兩
者
の
i

論
を
み
'る
と
身
，
多 
<
.
の
部
分
に
お
い
て
.一
致
す
る
。

タ
ラ
ゥ
ゼ
ガ
d

ッ
ッ
は
，グ
ス
タ
フ
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ド
ル
フ
、
.シ
+•
T
ル
十1

一
世
、
フ
リ
ッ
ヒ
大
王
を
數
爭
杧
お
け
る
將
帥
と
し
て
推
し
て
ゐ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
、
そ
の
頂
點
.に 

立
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
o
,ル
-丨
デ
シ
ド
ル
フ
に
お
い
て
も

"
フ
9

1
ド
9

,
ヒ
大
王
防
、
古
今
の
將
帥
で
あ
る
？
し
か 

る
.に
*
"e
フ

ゥ

ゼ

，ゥ
•

ィ
ッ
ッ
‘に
お
い
て
せ
、
こ
れ
ら
三
人
の
國
王
は
、
國
王
と
し
て
の
政
治
的
地
位
と
將
帥
と
ゼ
象
ね
た
が
ゆ
え
に
、 

古

今

の

た

K

慎
値
を
獲
得
し
た
と
.い
ふ
の
で
.あ
り
*
ル
i
ア
ン
ド
ル
•フ
に
お
い
て
は
、
，将
帥
な
る
が
ゆ
.え
に
、
.
.總

カ

.戰

夢

に

お 

5

て
は
V
彼
が
1
、切
の
國
家
的
現
象
前
に
政
策
の
指
導
に
任
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
-ふ
の
で
枭
る
。

.
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'

こ
の
二
っ
の
趣
論
は
，
第
一
に

、
戰
爭
に
お
け
る
鱉
面
の
勝
利
は
、
.國
家
.の
存
亡
に
か
か
は
る
重
大
事
實
农
る
が
'妙̂

に
，'國
家
は
•、
 

ま
づ
目
標
.と
し
て
，、
戰
爭
に
お
け
る
勝
利
を
獲
得
す
冬
こ
と
を
要
：す
る
と
い
ふ
點
と
、
.
.第I

一：忙
は

、g

爭
が
窮
極
に
お
い
：て
、
何
等
か 

.の
意
味
の
目
的
を
■持
ヴ
も
の
•で
あ
り
、
そ
れ
は
手
段
で
あ
る
。
匕
の
戰
爭
の
手
段
性
は
*
政
治
の
.目
的
の
た
め
に
t役
^
っ
と
い
ふ
の
で 

あ
る
。
戰
爭
に
お
け
る
勝
敗
は
、.
最
も
重
要
で
あ
b
、.
從
ク
‘て
"
ま
づ
か
か
る
戰
爭
の
勝
利
が
、
、何
を
措
い
‘て
も
追
究
さ
れ
ね
ば
な
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ぬ

.0
政
治
も
經
濟
も
文
化
も
、
そ
れ
に
奉
仕
し
な
け
权
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
€>
が
、
'ル
ー
デ
ツ
'ド
ル
フ
の
主
張
で
あ
‘
る
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デ
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ル
フ
は
、一

國
の
.政
治
•經
濟
，•
文
化
と
一
’民
族
の
生
存
興
亡
と
い
ふ
事
實
ふ
を
、
あ
た
か
も
無
關
係
な
る
か
の
や
う
に
、說
い
て
ゐ
る
0( 

し
か
し
な
が
ら
‘
跖
既
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存
ノ
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亡
は
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的

結

興

(

で
あ
^
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も
し
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う
だ
と
す
る
な
ら
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戰
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.の
原
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中
に
、
か
か
f

,
の
が
存
在
じ
な
け
れ
ば
t

ず
、
從
？
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た
そ
の
_
的
の
中
に
も
ぐ
か
か
る
i

f

し
な
け
れ
ば 

な
ら
ぬ
。.
ヒ
の
と
と
を
否
定
す
る

^
の
、が
あ
り
'と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
戰
爭
を
戰
爭
自
體
と
し
て
要
求
し
遂
行
す
る
も
の
で
れ
っ
て
" 
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#
の
意
義
を
明
酿
化
す
I
こ
と
は
出
來
％
い
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戰
♦
ば
、
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族
，の
生
得
興
亡
に
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す
る
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的
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し
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っ
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う
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•
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れ
わ
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す

る
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な
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。
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デ
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。
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れ
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總
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總
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